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一
             AIは 通訳者 に とって代 わ るのか?

       武 田 珂代子

立教大学異文化 コミュニケーシ ョン学部

1.コ ミュニ ケー シ ョンの特 徴 と通 訳

 この1年 間、 「AIに よって通訳者 の仕事 はな くな り

ますか?」 とい う質問 を何度 とな く投 げか け られ た。

グー グルや マイ クロソフ トな どの 巨大企業がAIべ 一

スの機械翻 訳 ・自動通訳サー ビスの開発 と展開 に力 を

入れてい るとい うニ ュースが次々 と流れ る中、「今 さら

通訳者 を養 成 して ど うす るんですか?」 とで も言い た

げな態 度を感 じとって しま う。

 私 はテ クノロジーの専門家では ない。 しか し、米 国

の翻訳通訳 大学院で学び、 フ リー ランス通訳者 として

四半世紀働 いて きた。(「シンギュラ リテ ィ」 を予言 し

た レイ ・カーツワイルの通訳 も何 度か した ことがあ る。)

ま た、米 国お よび 日本 の大学院 で通 訳者の養成 に20

年 近 く携 わ って きた。 こ うした実践経験お よび研究活

動に基づ き、上記の質問 に対 して は、今の ところ次 の

よ うな返事 を してい る。

 「短い答は 『ノー』。買い物を した り、道 を聞いた り

といった短い トランザ クシ ョン的 な通訳 ではAIが 役

立っか もしれないが 、そ うい うものはも ともとプロの

通訳者が対応 してきた領域で はない。話 し言葉 によ る

コ ミュニケー シ ョンの特徴や通訳者 の複雑 なタス クを

考 える と、近い将来AIが プ ロの通訳者 に とって代わ

るこ とはないだろ う。」

 音 声言語 の通訳 は、話 し言葉 に よる コミュニケー シ

ョンを仲介す る行為 だ。話 し言葉 に よるコミュニケー

シ ョンは、発話者 間の相 互行 為に よって共同構 築 され

る動的 なプ ロセ スであ り、状況的行為で ある。つ ま り、

発話者 間のや りとりは 自発 的で即 時性 を伴 う。 また、

プ ロソデ ィや 強調 な ど話 し方に関わ る準言語的要素や、

ジェスチャーや 表情 な どの非言語要素、 さらに、話す

ス ピー ド、ポーズ、言い淀 み、言い直 しな ど時間的要

素 も関わ る。 これ らの要素が全て絡み合って、発 話の

意味が形成 され るのだ。 また、話 し言葉には、書き言

葉 とは異な るロ語的表現、ア クセ ン ト、方言、敬語 、

ニュア ンスな ども関わって くる。

 こ うした話 し言 葉に よる コミュニケーシ ョンの特徴

にAIベ ースの 自動通訳 〔machine interpreting〕 は うま

く対応 で きるのだろ うか。 まず 、原 発言の音 声認識 を

す る段 階で、アクセン ト、発 音の誤 り、準言語 ・非言

語 要素な どへの対応 とい う難題 があ る。 次に、音 声認

識 で産出 され たテ クス トを機械 翻訳する際、 口語表現

や さま ざまな レジスター、敬語 を適 切に訳す ことがで

きるのか とい う課題 があ る。最 後に、機械 翻訳が産出

したテ クス トを音声 として合成す るとき、原 発言 の ト

ー ンを再現す ることは可能 だろ うか
。 また、ユーザー

はモ ノ トー ンの ロボ ッ ト的な発話に長時間耐え られ る

のだ ろ うか。

 以 上の よ うな課 題は これまで も多 くの人たちが議論

して きた と想像す るが、何 よ りも大事な こととして、

倫理的な課題 があ る。 自動通訳の質 に対す る説明責任

や賠償責任は誰が負 うのだ ろ うか。医療や法廷な どの

場で 自動通訳の誤訳が悲惨な結果 につなが ることがあ

るか も しれないのだ。テ クス トを扱 う機械翻訳であれ

ば、誤訳や形式の問題 な どは人手 によるポス トエデ ィ

テ ィングで修正す ることもできるが、 自動通訳では品

質保証 をお こな う責任 の所在 とい う倫理的問題 も考慮

していかなけれ ばな らない だろ う。

 通 訳 の実践 に関す るこれ までの実証研究で 、通訳者

が実際には訳 出行為以 上のこ とを行 っていることは証

明 され ている。通訳者 が発言 の順番や タイ ミングを調

整 した り、 コミュニケーシ ョンに齪酷 が生 じれ ばそ の
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解決に向けて、あるいは参与者の 「フェイス」を守る

ために 「介入」したりすることは実際にあるのだ。通

訳者はまた、コミュニケーションの参与者間の力関係

やオーディエンスが誰なのかについて常に注意を向け、

それに適 した敬語やレジスターを選びながら通訳をし

ている。

 通訳行為におけるこうしたプラグマティックな側面

に自動通訳がどれほど対応できるのか。それが、私た

ち通訳者、通訳教育者、通訳研究者が自動通訳に対 し

て抱いている疑問(と 懐疑心)の 最たるものだといえ

よう。

通訳」 として捉え、実証研究が行われている。このア

プローチを適用するとモノリンガルの言語内通訳者が

原発言を音声認識や機械翻訳が しやすいものに言い直

し、自動通訳の精度が上がる可能性 も出てくるだろう。

 東京オリンピックを2年 後にひかえ、訪 日外国人が

増加 し続ける中、 日本政府は 「言語の壁」を乗 り越え

るコミュニケーシ ョン技術の開発に大きな期待を寄せ

ている。そ うした国からの期待や支援を背景に、技術

者たちは観光場面に対応するレベルを超え、スピーチ

の自動同時通訳の開発にも取 り組んでいると聞く。通

訳の実践者、教育者、研究者として、自動通訳開発の

今後の動きに注目し続けたい。

2.AIと 通訳 の今 後

 以上の議論から、AIを 応用した自動通訳はノンクリ

ティカルな短い トランザクシ ョンベースのコミュニケ

ーションでは役立つ可能性が大いにあると考える。特

に、学習者が少ない言語への対応には社会的意義もあ

るだろう。

 今後、プロ通訳者の領域に自動通訳が食い込む可能

性があると考えられるのは、あらかじめ用意されたス

クリプ トを忠実に読むだけのスピーチの通訳だ。スピ

ーカーがスクリプ トを部分的に飛ばした りア ドリブで

話した りしない限り、また、オーディエンスがモノ ト

ーン的な合成音声に長い時間耐えられる用意があるの

であれば、通訳者が自動通訳にとって代わられる可能

性はあるのかもしれない。

 また、米国の司法の場で、デポジション(証 言録取)

や法廷での証言でよく使われるリアルタイム速記録を

ベースに機械翻訳を利用する可能性 もゼロではないだ

ろう。ただ、証拠能力や説明責任に関する厄介な議論

がともな うのであま り魅力的とは言えない。

 もう一つ考慮すべき領域は、あらたな通訳の形態 と

して欧州 を中心に研 究 されてい る リス ピーキング

(re・speaking)で ある。テ レビ番組や ビデオで、聴覚

障がい者のための字幕を作成する際、原発言を字幕に

適したものに言い直す(リ スピーク)作 業を 「言語内

2



一
全体総括

           中岩 浩巳

アジア太平洋機械翻訳協会 会長、JTF監 事、名古屋大学

 MT Sumlnitは 、 機械 翻訳 に関す る様々な最新の成

果 の発表や 、招待講演 な どが行 われ る国際会議 である。

この会議 の特徴 は、機械 翻訳 の研 究開発者 に加 え、翻

訳者 、翻訳 会社 、ク ライア ン ト、翻訳 支援 ツール メー

カー等 の機械翻訳 に関連 する関係者 が一堂に会 し、機

械翻訳 の研 究開発 に関す る最 新の成果 に関す る研 究開

発者 による発表 だけではな く、機械翻 訳技術 を翻訳業

務 で実際 に活用す る方法 な ど、翻訳会 社や翻訳者 な ど

の利用者 による発表 も行 われ る点 である。 その意 味で

は、本会議 に参加す る と、機械翻訳 に関す るあ らゆ る

観点か らの動 向を把握す るこ とができる といえる。

 本 会議 は、アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)の

上 位組織で ある機械翻訳 国際連盟(IAMT)が 主催 で、

欧州機械 翻訳協 会(EAMT)、 ア メ リカ機械 翻訳協 会

(AMTA)、 及 び、 AAMTが 交代 で、欧州 、北米、ア

ジア ・太平洋 と開催場所 を変 えて、隔年 で開催 してい

る。今までAAMTが 運 営 した会議 は、日本 ・箱根(第

1回:1987)、 日本 ・神戸(第4回:1993)、 シ ンガポ

ール(第7回:1999)
、タ イ ・プー ケ ッ ト(第10回:

2005)、 中国 ・アモイ(第13回:2011)だ っ たが、

2017年 に 行われた第16回 のMT Summitは 、24年

ぶ りに 日本 ・名 古屋 市の名古屋 大学のシンボル 的建物

である豊 田講 堂にて2017年9月18日 か ら9月22日

ま で開催 され た。筆者 は、運 営組織 であるAAMT会

長 として、また、同会議 の組織 委員長及 び現地委員長

とし同会議 の運 営全般 に携 わった。

 日本 は、2020年 の 東京オ リンピック ・パ ラ リンピッ

ク開催 を契機 とした、来 日観 光客の急増な どに伴 うイ

ンバ ウン ド需要 の増 大、 円安傾 向 な どを契機 とす る

様 々な国際 ビジネスの増大、また2016年11Aに ニ ュ

一ラル機械翻訳技術 がGoogle翻 訳 に導入 された こと

に伴 う機械翻訳 による訳 文品質 の向上等 、今まで以上

に機械翻訳 が注 目され ているタイ ミングであったこ と

もあ り、今 回のMT Summitは 盛 況の うちに終了 した。

薩
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 本 会 議 には、約300名 の機 械翻訳関係者(研 究者 、

機械翻訳 ソフ ト業者、翻訳業者 、翻訳者等)が 参加 し

た。海外 か らの参加者 が100人 弱 、日本 の参加者が200

人 強 で あった。特 に今回 は、経 済産業省及び総務省 に

加 え、翻訳 業界 を代 表す る団体 であ る 日本翻訳連 盟

(JTF)及 び 製 品や サー ビスの使用説明 を扱 う専 門家

の団体であ るテ クニ カル コ ミュニケー ター協会(TC

協 会)の 後援 を頂 いた こ ともあ り、機械翻訳 の研究開

発者 とともに、機械翻訳 を利用 している方も しくは今

後利用 を検討 して いる方 の参加 が多 くあった。

 本 会議 は2っ の一般 セ ッシ ョン(Research Track

及 びCommercial MT Users and Translators Track)

を 中心 とし、他 に招待講演、パネルデ ィスカ ッシ ョン、

技術展示 を行 うTechnology Showcaseで 構 成 され て

いた。 ニュー ラル機械翻訳 技術 が多 くの実サー ビスに

適用 され た最初のMT Summitで あ るこ ともあ り、

様 々なセ ッシ ョンにお いて、研究 開発 面だけではな く、

利用技術 に関 しても最 新の成果が多数報告 され た。 一
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般セ ッションの2っTrack及 びTechnology Showcase

が 企 画 したセ ッションに関 しては、個々の委員長の記

述に譲 ると して、 ここではそれ以外のセ ッシ ョンにつ

いて概説す る。

 本 会議初 日には、運営委員会が企画 した招待講演セ

ソシ ョン"NMT Technologies and Their Futures-

Baidu, Google and Microsoft"カ ミ行 われ た。ここで は、

ニュー ラル機械翻訳のサー ビスを世界的 に展開 してい

るバイ ドゥ、 グー グル、マイ クロ ソフ トの翻訳サー ビ

ス展 開や新技術 についての紹介が あった。特 にバイ ド

ゥは、本講演初公開の 自動翻訳機能 を搭載 したモバイ

ルWi・Fiル ー ター 「百度智能Wi・Fi翻 訳機 」のデモ が

あった。 またこのセ ッシ ョンの前には機械 翻訳に関す

る長年 の貢献 をたたえるIAMT Award of Honorの 表

彰式 があ り、今回 はIAMT、 AAMT元 会 長で あ り現産

業技術総合研 究所 人工知能研 究セ ンター長の辻井潤一

氏 が受 賞 した。 また、会議 初 日9118及 び 最終 日9122

に は 、機械翻訳 に関連す るワー クシ ョップ3件 及びチ

ュー トリアル3件 が行われた。その うち9/22午 後 の ワ

ークシ ョップはJTF関 西 セ ミナー委員会が企画運営

し同時通訳付 きで実施 した もので、国内外の専門家が

講 師 とな り、ニューラル機械 翻訳の最新の活用法等活

発 な議論 が行 われ た。 本 ワー クシ ョップの詳細は別稿

を参照 の こと。

会場 となった名古屋大学豊田講堂

黙紬 幾勤

認 膿諏_
  "触 ㌧
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一
Research hack

      黒橋 禎夫

京都大学 大学院情報学研究科 教授

 MT Summitの 本 会議3日 間の うち技術 に関す るプ

ログラムをResearch Hackと よび、私 と香港科技 大

学(HKUST)の Pascale Fung教 授 が Program

Co-chairを 務 めた。

 Program CommitteeはMTの 最 先端の研究開発 を

担 っている各 国の研 究者 ・技 術者 約50名 に依頼 した

(一 覧は会議 のホームペ ージに記載 されてい るので こ

こでは省略)。

 Research Trackで は 論 文 の 一 般 募 集 を行 い 、

Program Committee 3名 に よる査読 に基 づき26件 の

論文 を採択 した。26件 の論文発表は16件 の 口頭発表

と10件 のポスター発表 とし、 口頭 発表は以下の7セ

ソシ ョンのプログラム構成 とした。

一Enhancement of NMT I

-Enhancement of NMT II

-Enhancement of SMT

-Hybrid Method

Domain Adaptation

Data Construction

-Evaluation and Cognitive Model

 な お 、口頭発表セ ッシ ョンはUsers ZYackと 合 わせ

て常時3並 列で、3並 列の うち1セ ッシ ョンまたは2

セ ッシ ョンがResearch Trackと い う構 成で あった。

 これ らのセ ッシ ョンの タイ トル を見て頂 けれ ば分 か

る とお り、 ニ ュー ラ ル ネ ッ トワー ク に よ る 翻 訳

(Neural Machine'IYanslation;NMT)の 発 表が多 く見

られた。

 また、NMTとSMTの ハ イ ブ リッ ド方式や、 SMT

の 改 良、 ドメイ ン適応、デー タ構築、評価、 さらには

認 知的モデルな ど、機械翻訳 に関す る多様な発表が行

われた。

蒔
癒魯

 さ らに、Research Trackで は2件 の招待講演を行っ

た。 まず 、本会議2日 目朝 一のプ レナ リーセ ッシ ョン

として、University of MarylandのMarine Carpuat

教 授 に 「Semantic and Stylistic Divergences in

Machine Translation」 とい うタイ トルで講演 して頂

いた。機械翻訳 では、SMTに して もNMTに しても対

訳 コーパ スを用いて学 習を行 うが、対訳 コーパスその

ものの質 につ いてはほ とん ど議論 され ることがない。

Carpuat教 授 の講演では、 TEDコ ー パスを対象 とし

て、対訳 コーパスの中に必ず しも意味的に等価 といえ

ない対訳 文が少 なか らず存在す ることを具体例をま じ

えて紹介 し、それ らを多言語テキ ス トの含意関係認識

器 を用いて取 り除 くことに よ り、対訳 コーパスのサイ

ズが半分になって も翻 訳の質が向上す ることを示 した。

さらに、文体について も対訳 コーパス 中に多様な もの

が混在 してお り、形式性 の観点で コーパス を整理 す る

ことに より、や は り翻訳精度 が向上す ることを示 した。

現状では多 くの研 究者 がその まま利用 してい る対訳 コ
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一パ スの中身 に対 して議論 を深 めた発表 であ り
、会議

参加者 か ら大 変好評 であった。なお、前者 はACL2017

の ワークシ ョップ、後者 はEMNLP2017で 論 文発表

され ている内容 で、興味 を持 たれ た方 はそち らを参照

して頂 きたい。

 2件 目の招待 講演 は、本会議3日 目朝一のプ レナ リ

ーセ ッシ ョンで
、NICTの 隅 田英一郎博士 に

 Social innovation based on speech-to-speech

translation technology targeting the 2020 Tokyo

Olympic/Paralympic Games」 と題す る講演 を頂いた。

NICTで は、2020年 の 東京オ リンピック ・パ ラリン ピ

ックへ向けて活発 な研究開発 が行 われ てお り、そ の包

括 的な紹介 を中心 とす る講演 であった。 具体 的には、

英語 のWikipedia記 事 をアジア各国の言語 に翻訳 し構

文 タグ付 与を行 うAsian Language neebankの 構 築、

JST1京 都 大学 と共同でのWAT(Workshop on Asian

Translation)の 運 営、 translation Bankの 構 想等 につ

いて紹介 があった。 また、NICTの 翻 訳エ ンジンに基

づ く実証 実験 として、富士通 による医療現場 での実験

や 、Logbarに よる ウェアラブル音声翻訳 デバ イスの実

験 がimpressiveな デ モ ビデオに よって紹介 され、聴衆

を魅 了 した。最後 に 「No MT, no life」 とい う強い メ

ッセ ージで講演 が締 め くくられ 、NICTの 気 合いが感

じられ る講演 であった。

爵,,

鞭 禦
        夢  一一  暢、

 全体を通して、ニューラル翻訳によって劇的に進展

した機械翻訳に対するさらなる技術向上や実利用への

熱い期待、熱気が感 じられる会議であった。と技術の

観点からは感 じるのであるが、翻訳者がどう感じてお

られたのか、Users Trackの 報告を読ませて頂くのが

楽しみである。
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一
Users Track

          山田 優

関西大学 外国語学部 ・外国語教育学研究科 教授

 Users Trackは 、 MTの 応 用に関す る研究発表の場

で、翻 訳研 究者 、翻訳会社、実務翻訳者に よる口頭発

表 が 中 心 に な る 。Mark Seligman氏(Spoken

Translation)と 私 がProgram Co・chairを 努 め、他23

名 のProgram Committeeに 査 読 を依頼 した。

 MT Summit XVIは 色 々な意味でひ と味違った。特

にユーザ トラ ソクは、それ を強 く感 じた。

 まず 、 日本 開催 とい うことで、 ローカル 色が強 くで

た ことだ。 ユーザ トラ ックの 口頭発表 は20件 であっ

たが、その うち 日本 か らの発表 は4件 あった。国際会

議 にお いて、 日本 の研 究者 が発表す る ことは珍 しくな

いが、4件 ともが 日本の翻訳 業界 で実践 に携 わ る方々

による発表 であった ことは、非 常に意義 がある。 これ

を契機 に、業界や 実務者 か ら世界 に発信す る研 究に期

待 したい。

 次 に、今回のMT Summitが ニ ュー ラル機械翻 訳

(NMT)の 本 格 的な実用化 以後 、は じめてであ った こ

とであ る。 そのため、NMTへ の 関心は とて も高か っ

た。 口頭発表 で もNMTに 関 す るものは半数近 くを占

めていた。MT利 用が効率化につなが るのは、 もはや

自明な事にな りつつあ る一方で、NMTの 台 頭 に より、

機械翻訳 を如何に して コン トロールす るのかが、新た

な課題 として議論 されて いた。NMTの 出 力には、予

測不能 な訳出が比較的頻繁に含まれ ることが知 られ て

い る。 これ らをユーザ側 で どの よ うに見極 めてい くの

かが今後のMTの 応用 と活用 に大 きく左右す るに違 い

ない。

 この よ うな流れか ら、NMT(お よびAI)の 影 響 を、

少 し幅広 く捉 え、我 々人類 にとって どのよ うな恩恵や

脅威 をもた らす のか を真剣 に考 えよ うとい う目的 で、

本 会議 の初 日に はユー ザ トラ ックの特別企 画 のパネ

ル ・デ ィスカ ッシ ョンが催 され た。『MTとAI』 と題

したこの企画 では、 「ア シロマ の原則」 を基 に して、

NMTを と りま くステー クホル ダー達が意見 を交わ し

た。パネ リス トには、 自然言語処理の研究者Marine

Carpuat教 授(University of Maryland)、 開 発者の

Chris Wendt氏(マ イ クロソフ ト)、翻訳教育現場か

らTony Hartley特 任 教授 と武 田珂代子教授(立 教大

学)、 そ して 業界 を代 表 してOlga Beregovaya氏

(AMTA会 長 、 Welocahze)が 登 壇 した。 NMTの 時

代だか らこそ、 この よ うな分野 を超 えた人たちに よる

議論 とコラボ レー シ ョンが どれ だけ重要であ るかを再

確認で きた企画で あった。

     劉   夢   '・

藝ご檸一ト 書
          へ   ＼    .

     _ ・ 、醸獄器 …          一               "     い"細                     、隔 緬

 ま た、本会議2日 目にはSAP社 のChris Pyne氏 を

招 いて、同社内でのMTワ ー クフローについて、特に

プロ翻訳者 の適合性 の観点 か ら現実に即 した現場の実

態 の話 を聞 くこ とができた。

 このよ うにMTの 応用研 究分野 は、特 にNMTの 実

用化 を契機 とした今 回の名 古屋 大学でのMT Summit

で 、確立 した研究分野 に成長 した とい う印象 を受けた。

筆者 は今 回の準備 の過程 で、 これまでのMT Summit

で数 多 くのポス トエデ ィ ッ トや機械 翻訳の応用研究 に
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関す る ワー ク シ ョップを組織 して きたSharon O'

Brien氏(Dublin City University)とMichel Simmard

氏(National Research Council Canada)と 頻 繁に連絡

し合 う機 会を得た。彼 等は、 自然言語 処理 の研 究者 と

翻訳研 究者 、それ と実務者研 究者 が一緒 に発 表や議論

できる場 を提供 しようと、過去のMT Summit等 で 数

多 くの ワークシ ョップを開催 してきた。 しか し、今回

は ワークシ ョソプを行 わなかった。理 由は次 の通 りだ。

「自分たちの役 目は終えた。我 々が 目指 してい た 『MT

応 用研 究』は、翻訳研 究お よび 自然言語処理において、

独 立 した研 究分野 として認 知 され るよ うになった。 こ

れ までの よ うに別 立てで ワークシ ョソプを開催 しな く

て も、MT Summitの ユ ーザ トラックがその役割 を果

た して くれ る。」これが、先述 したパネル ・デ ィス カ ッ

シ ョンを彼等が企画 した動機 に もなっていたわけで、

今回のMT Summitが ひ と味違 うものであった理 由で

あ る。 そ して、 この事実 と、次回の開催地がアイル ラ

ン ドのDublin City University(Sharon O'Brien氏

の 所属機 関)で あ る行 われ ることは、決 して無関係で

はない。翻訳研 究 とMT開 発 と実践 は、今後 、これ ま

で以上の協力関係 を築いてい くことを、今回の会議 を

通 して強 く感 じた。
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一
Technology Showcase

          長瀬 友樹

株式会社富士通研究所 人工知能研究所 主管研究員

 Technology Showcaseは 、一般セ ッシ ョン、ボス タ

ーセ ッシ ョンとともに本会議 を構 成す るプ ログラムの

ひ とつであ り、プ ロ トタイプやデモシステム を実際 に

動作 させ なが ら機械 翻訳技術 やツールの説明 を行 う展

示主体のセ ッシ ョンであ る。 本会議二 日目の9月20

日の 午後2時 半 か ら5時 まで、豊 田講堂の 中二階の ギ

ャ ラリーにて開催 された。

期1s

    u幅 期一灘

Techn・1。 即

Showcase

   MTS… 岬

が争
ゲ 門〆/

♂ 」謎

1.出 展 企業 、 団体

 国 内 外の企業や団体か ら16件 の展示が行 われ た。

出展者の内訳 をカテ ゴ リー別でみ る と、企 業が8件 と

最 も多 く、大学が3件 、国 の研究機 関な どその他 の団

体が5件 であった。比較的実用化 が近 いテーマ が多 い

こ ともあ り、一般セ ッシ ョンや ポスターセ ンシ ョンに

比べて企業の存在感 が強 くなっている。 国別 には、イ

ギ リス、中国、アメ リカ等海外 か らの出展 もあったが、

約 半数が 日本の企 業または団体に よる展示であった。

マイア ミで開催 された前回のMT Summitで2件 あっ

た政府 系団体 か らの出展は、今回は見 られなかった。

2.出 展 内容

 16件 の 出展内容は、プ ロダク トの機 能紹介か ら学術

的内容 まで多岐 にわたる。 出展件数が最 も多かったの

は、翻訳会社や企業 内翻訳者 のためのシステムや ツー

ルの展示 であった。XTM、 InemoQ、 Memsource、 八

楽 、Edinburgh大 学 等 か ら、機械 翻訳 と連携 可能 な最

新 の翻訳 管理 システ ムや プ ラッ トフォームの説 明 とデ

モ が行 われ た。連携対象 として特定の翻 訳エンジンに

固定せず 、翻訳対象や 条件 に合 わせ て翻訳エ ンジンを

選択 して使 える仕組み を取 り入れてい るシステムが主

流 となっている。

 会 場 を回って強 く印象 に残ったのは、機械翻訳 と音

声技術 とをつ なぎ、人 と人の リアル タイムの情報伝達

や コミュニュケー シ ョンを支援 す るシステムの展示 で

ある。NICTは 英 語 のプ レゼ ン内容 を リアル タイムに

日本語字幕 に してス ク リー ンに表示す るシステムを、

Microsoftは プ レゼ ン内容 を利用者 の母 国語 に翻訳 し

て個人のスマホに リアル タイム に配信す るサー ビスを

実演 していた。音声認 識の精度 は良好で技術的に実用

化に近い ところまで来てい る と感 じた。また富士通は

ハ ンズフ リーで使 える医療機関 向けの音声翻訳端 末の

デモ を行った。

 言 語 リソースの収集や共有 につい ては、今後 さらに

ホ ッ トな トピックにな るこ とが予想 され る。 これに関

連 して、東芝、豊橋技科大 か ら、複数 の利用者や組織

の間で翻訳 リソー スを共有す るための枠組み について
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展示 が行 なわれ た。

 学 術 的 な 展 示 で は 、Institute of Scientific and

Technical Information of China(ISTIC)か ら NMT

(ニ ュー ラル機械翻訳)の 未知語 の問題 をPBSMT(フ

レー ズベー ス統計的機械翻訳)技 術 との組合せ によっ

て解決 したシステ ムにっい て、また、JSTか らは科学

技 術 論 文 デ ー タベ ー ス を 用 い て構 築 した 高精 度 な

NMTエ ン ジンにつ いての出展 があった。 NHKは 機 械

翻訳技術 を用 いて通常 の 日本語表現 を簡単 な表現 に 自

動 的に書 き換 える技術 のデモ を行 った。 このほか 、 日

本 の翻訳会社 である知財 コー ポ レー シ ョンは、実際 に

導入効果 のあった自社 の機械翻訳 のデモ を行 い注 目を

集 めていた。

Technology Showcase Committeeと して幸甚で ある。

 今 回展示 された16件 の展示が、次 回ダブ リンで開

催 され るMT Summitま で にどのよ うな発展 を遂 げる

のか、2年 後 のTechnology Showcaseが とて も楽 しみ

である。

3.会 場 と参加者 の様子

 Technology Showcaseの 開催 中は他 のセ ッシ ョンは

行 われ ないた め、MT Summit参 加 者 のほ ぼ全員 が

Technology Showcaseに 足 を運ん だ と思われ る。特 に

前 半は、切れ 目なくデモ対応 しなけれ ばな らない ほ ど

の盛況 を呈 していた。会場 スペー スに余裕が あ り、隣

の展示 ブー ス との間隔 も十分 とれ ていた こ とか ら、人

の滞留 が起きることなく快適 な環境 で展示 を行 うこ と

ができた。

4.お わ りに

 今 回 のTechnology Showcaseが 応 用 の視点か ら機

械翻訳の現状 を理解す るた めの一助 となれば、筆者 ら
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一
JTF Workshop

       菊田 直歩

一般社団法人 日本翻訳連盟 広報委員会

 規模の大きな学会では、本会議の前後にチュー トリ

アルやワークショップを併設することが多い。チュー

トリアルは、技術や トレン ドについて分か りやすく講

義するもので全体的な動向把握に役立つ。一方、ワー

クショップでは第一線で活躍する専門家が集ま り、あ

る特定のテーマについて掘 り下げた視点から発表や議

論を行 う。

JTFワ ークショップでは、言語産業において機械翻

訳が どのように受容 されているかをテーマに、機械翻

訳の技術がすでに普及 している欧米からベス トプラク

ティスを学ぶべ く3名 のパネ リス トを招いた。また、

日本でもNMTの 登場で機械翻訳の導入に向けた機運

が高まっていることを受け、日本のパネ リス ト2名 が

最新の現状を報告 した。

 さらには、ワークショップ冒頭に機械翻訳の導入に

ついて技術的な側面から解説す る講座 を設け、ワーク

ショップ全体を通 して機械翻訳の活用を積極的に検討

する開かれた場 とした。

 ワー クシ ョップの 口火 を切 ったのは、NICTの 内W

将 夫氏。機械翻訳 エ ンジ ンとしてはNMTが 現 在最 良

の選択肢 である こと、また 自動翻訳の品質 向上 には、

アル ゴリズムの改良、 ドメイ ン適応 とカス タマイゼ ー

シ ョン、大規模 対訳 コーパスの構築、 さらには機械翻

訳 エ ンジ ンと人間 との間で訳文評価 をフィー ドバ ック

させてい くエ コシステムの構築が重要 との認識 を示 し

た。

穆㌧

㍊

、.

響 一 、
鍵    轍
鳳忌 隔,、 賦

    ' 、.げ_ガ編

一轡 糟 箋峰'

 続 いてパネ リス ト5名 に よる発表 に移 り、LinkedIn

のDillinger博 士 による招待講演 が行われた。

 博 士は一貫 して、AIが 翻 訳者 を駆 逐す る とい う単純

な話 ではない こと、そ うした視 点か ら脱却 し発想 の転

換 が必要 なこ と、人間の知 と機械 の知能 とを融合 させ

二者 間で どう共通 知を作 りあげてい くかが問 われて い

ることを説 いた。 特に、ポス トエデ ィッ トは、機械翻

訳 を人間が編集 して訳 文を完成 させ るため、結局 は機

械 と人間 との分業であ り、本 当の意味でのハ イブ リッ

ド翻訳 ではない と鋭 く切 り込んだ。 翻訳 の未 来は、機

械 と人間 とが互いに得意 ・不得意を補完 し合 うだけで

な く、人間が機械 を制御 し、イ ンタラクテ ィブに機械

に学習 させてい く適応 型の機械翻訳が切 り拓 くとした。

 続 いて欧州の機 械翻訳エ ンジン開発ベ ンダーである

PangeanicのHerranz氏 とKantanMTのShterionov

氏 が 登壇 した。Pangeanic、 KantanMTは ともに、世

界で も最大規模の翻訳需要 を抱 える欧州委員会 と手を

組み、2019年2月 までに行政 を機械翻訳エ ンジンと

連結 させ る巨大プ ロジェク トに参画 している。
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 Herranz氏 は、ニューラルネッ トワークにおける深

層学習の原理からエンコーダ ・デコーダモデルにおけ

るアテンションの役割までを分か りやすく解説 し、出

力の改善には繰 り返 し学習させることが重要であると

示 した。

 Shterionov氏 は、機械翻訳を使って産業翻訳の生産

性をあげる3要 素について述べた。1つ めは ドメイン

適応などによる機械翻訳エンジンの制御性、2つ めは

エンジン学習やポス トエディットの効率性、3っ めは

翻訳環境のセキュリティ面をあげた。なかでも、従来

のSMTに 比べNMTで は制御性が低下 していると指

摘 し、用語設定や前処理 ・後処理ルールの適用による

エンジン制御が商用ニーズで鍵を握るとした。

 続いて登壇 したポス トエディッ ト東京の河野弘毅氏

(JTF理 事)は 、機械翻訳導入コンサルタン トとして

翻訳会社側の目線に立ち、機械翻訳を使って生産性を

あげるには、翻訳者の積極的な関与を引き出すポス ト

エディターの採用、機械翻訳に適した文書の選定、ポ

ス トエディットに対応する品質保証プロセスの適用、

この3要 素が肝要だと語った。特に、品質評価の枠組

みが3要 素に共通 して重要 とし、評価指標および評価

基準をいかに設定するか、評価プロセスをどのように

構築するかについて具体的に示唆 した。

 SDLジ ャパンの佐藤弦氏は、翻訳業界で衝撃をもっ

て受け止められたNMTの 登場だが、セキュリティ面

や価格設定、評価方法、用語指定など、依然として課

題が多いことを指摘し、文書によって機械翻訳を適用

できる場合もあれば、人間翻訳が適 している場合もあ

ることを強調した。その上で、発注者側は用途によっ

て翻訳方法を振 り分ける視点が必要とし、翻訳会社や

翻訳者にはサービスや対応力の多様化が求められると

述べた。

駒

塾
魁 一,藍
     a

 Gen Sato
   ■l

l鐸蜘

 ;

 難.            醗鱒,

 パ ネ リス トに よる発表後 は、パネルデ ィスカ ッシ ョ

ンの時間が設け られた。 ワー クシ ョップの開始 か ら終

了まで4時 間半 に及ぶ長丁場 だったが、会場 は終始熱

気 に包 まれ 、開発者、研究者だ けで な く、翻訳者 、翻

訳 会社 と多様な参加者 を得た。

 な お 、パ ネ リス トの発表 資料 は一 部 を除い て下記

URLか ら ダウンロー ドで きる。ご興 味をお持 ちの方は

ぜ ひア クセス してほ しい。

 https:〃sites.google.com!view!jtfmt!enghsh
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一
           MT Summit 2017で の 参 加 ・発 表 報 告

      山本 ゆ うじ

AAMT WG3 UTXチ ー ム リー ダー

 AAMT主 催 に よ り、機械 翻訳に関す る国際会議MT

Summit 2017  <http:〃aamt.117fO/app-defγS・1021

mtsummit!20171>が2017年9月18日 か ら22日 の

問 、名 古屋 大 学 で開 催 され ま した。 日本 で のMT

Summitの 開 催 は24年 ぶ りとな ります。近年 の機械

翻訳への関心の高 ま りを反映 して、各 国か らの参加者

数 は、 当初の想定 を上回 る盛況 とな りま した。期間 中

は、多数のチ ュー トリアル、 ワー クシ ョップ、発表 が

行われま した。技術 シ ョーケー スでは最近注 目を集 め

る音声翻訳機器 のデモ も行われ ま した。 また興正寺 で

開かれたバ ンケ ッ トも、各国の参加者 に好評で した。

 報 告者は、商業機械翻訳ユーザーお よび翻訳者 トラ

ック委員会の一員 と して参加 し、また2件 の発表 を行

い ま した。1件 は単著 、 もう1件 は共著です。

 1 件 め は"Terminology・Based Post・Editing of

Neural MT Using the Structured Glossary Data

Format, UTX"(「 構 造化用語デー タ形式UTXを 使 用

した、ニュー ラル機 械翻訳の用語ポス ト エデ ィッ ト」)

で す。ニ ュー ラル機械翻訳 は、訳 文の 自然 さには優れ

て いますが 、訳抜 けが発生す るこ とも多 く、用語 レベ

ル での一貫性 には課題 があ ります。本発表 では、特許

庁 か ら提供 され た用語 デ ー タをAAMTが 策 定 した

UTX用 語 集 形 式 〈http:〃www.aamt.info/japanese/

utx1>に 変 換 して、特許文書 をGoogleの ニ ュー ラル機

械翻訳 で翻訳 した結果 を、翻訳支援 ツールnadosお

よ びMemsource、 ま た用語 ツールXbenchを 用 いて用

語 チェ ック しま した。 この ように、共有 ・再利 用 しや

す い用語デ ータを活 用す ることで、ニュー ラル機械 翻

訳 の欠 点を補 うことがで きます。

 2件 めは、Honda R&D AmericasのCATツ ー ル リ

ーダー
、Saemi Hirayama氏 との共著で"Rule・based

MT and UTX GIossary Management‐Honda's Case

Dealing with Thousands of Technical Terms"(「 ルー

ルベ ース機械 翻訳 とUTX用 語 管理一 ホ ンダでの多数

の専門用語 を扱 うケース」)で す。

 ル ールベース機械翻 訳はニ ュー ラル機械翻訳 に押 さ

れていますが、訳 文の流暢 さより、専門用語 の正確性

や機密保持 を重視 する企業では現在 も活 用 され ていま

す。本発表 では、実fにUTX用 語 集形式を活用 して、

八万語の専門用語 を新 旧の機械 翻訳 システム間で移行

した事例 が紹介 され ま した。

 ま た、一っ の原語 に対 して複 数の訳語 が対応 してい

る用語 を、UTX用 語 集 形式で管理す ることも紹介 され

ま した。

 例:「整 合会」がcorrelation meetingやcoordination

meetingと 訳 され る。

 本発表 では、用語デ ー タが人間翻訳者 と機械翻訳 の

両方に役 立っ こと、UTX用 語 管理 がHonda R&Dで

有 効であった ことが述 べ られま した。また企 業での機

械翻 訳の活 用ではニュー ラル機 械翻訳が唯一 の選択肢

ではな く、ル ールベ ース機 械翻訳で もユーザーの満足

度が得 られてい ることが報告 されま した。企 業でのこ

の よ うな事例紹介は稀であ り、非 常に貴重 な事例です。

 上 記の発表ス ライ ドは どなたで も以下か ら無料 でダ

ウンロー ドで きます。

 "Proceedings, vol.2:Commercial MT Users and

translators'IYack"

 <https:〃goo.gl!oDLoHH>
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一
MT Summit XVI報 告

      工藤 竜広

株式会社サン ・フレア 商品保証部

1.カ ンフ ァ レンスの概 要

 2017年9月18日(月)～9月22日(金)、 機械翻

訳 国 際連 盟(IAMT)、 ア ジア 太 平洋 機 械 翻訳 協 会

(AAMT)、 名 古屋 大学 大学院情報 科学研究 科主催で

第16回MTサ ミ ッ ト(MT Summit XVI)が 開催 され

た。1993年 に 第4回MTサ ミ ッ トが神戸で 開催 され

てか ら24年 ぶ りに 日本で 開催 され た。 同サ ミッ トは

機械翻訳 に関す る研究発表、 ワー クシ ョップ、招待講

演、パネルデ ィスカ ッシ ョンな どが行われ る国際 カン

ファ レンスで ある。2016年 末 にGoogle社 がGoogle

Neural Machine translation(Googleニ ュー ラル機

械翻訳:GNMT)を 採 用 した ことに よ り、機械翻訳 の

品質が急激 に向上 し、ニ ュー ラル機械 翻訳(以 下、

NMT)が 各 界か ら注 目を集 めるよ うに なった。今 回は

NMTを 筆 頭 に機械翻 訳の技術 、運用、翻訳通訳技術

の教育 を含 めて、熱心な研究発表、 ワー クシ ョップ、

デ ィスカッシ ョンが行われた。参加者数 は300名 、参

加国 は20か 国に及 んだ。

 9月18日 は 、KantanMTのDimitar Shterionov氏

に よ る ワー ク シ ョ ップ と、Microsoft社 のChris

Wendit氏 に よる ワー クシ ョップが行 われた。それぞ

れ 自社 システ ムを利用 して、NMTの 実 装(Shterinov

氏)とMicrosoft Translation Hubを 使 った音声翻訳

の実演デモ(Wendit氏)が 興味深か った。9月18日

に は豊 田講 堂 におい て"MT and AI:Probing Near・

and Medium-Term lmpacts"と 題 してパネルデ ィスカ

ッ シ ョン が 行 わ れ た 。 パ ネ リス トのCh. Wendt

(Microsoft), O. Beregovaya(Welocalize), W. Hua

(Baidu)、 T. Hartley、 武 田珂代子(立 教大学)の 諸氏

が、NMTや 人 工知能(artificial intelligence:AI)を

使 った翻訳 ・通訳 産業の可能性 と問題点 について議論

をかわ した。NMTとAIの 発 展 に期待 を寄せ るIT企

業各社 と機械翻訳 の品質その ものに懸念 を抱 くア カデ

ミズム との、NMTに 関す る姿勢の違いが興味深 い内

容 だ った。 同 日午 後 には、"NMT Technologies and

Their Futures-Baidu, Google and Microsofレ

Practical Machine Translation"と 題 して、H. Kazawa

(Google), W. Lewis(Microsoft), W. Hua(Baidu)

の 諸氏 がGoogle、 Microsofし 、 中国 の百度(Baidu)の

NMT技 術 の解説や音声機械翻 訳の技術 に関す る招待

講 演 を行 った。 注 目を集 めた のは百 度 とGoogleの

NMT技 術 の解説 と開発 中の新 技術の概要説明だ った。

今 回のMTサ ミッ トでは話題 の 中心がNMTで あ った

だけに、会場 か らも多 くの質問が寄せ られた。

 20 日 午 前 に は 、"Semantic and Styhstic

Divergences in Machine Translation"と 題 してM.

Carpuat氏(メ リー ラン ド大学)に よる招待講演 が行

われ た。本 講演 は特 に機 械翻訳が抱 える問題点 につい

て論 じた ものである。 同 日午後には、長年 にわた って

機械翻訳 を実案件 で利 用 して きたSAP社CEOのCh.

Pyne氏 に よる招待講演 が"Introduction of MT into

Industrial・scale TraIlslation Workflows with

Translator Acceptance"と 題 して行われた。

 21  日  に  は ``Social  Innovation  based  on

Speech-to-speech Translation Technology Targeting

the 2020 Tokyo Olympic/Paralympic Galnes"と 題 し

て、隅 田英一 郎(NICT:情 報 通信研 究機構!UCRI:

ユ ニバ ーサル コミュニケーシ ョン研究所)の 招待講演

が行 われ た。NICTの 音 声翻訳技術 を活用 して東京オ

リンピ ック1パ ラ リンピ ックのイ ンバ ウン ド事 業拡大

に努 める官 民を含 めた取 り組み を本講演では紹介 した。
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 招 待 講 演 の 他 に も 、 数 多 くの 口頭 発 表(oral

presentation)や 、 テク ノロジー シ ョーケース、ボ ス

ター発 表が行われた。 口頭発 表は、"Research hack"

と"Commercial MT Users and Translators Track"の

2ト ラ ックに別 れ、機械 翻訳 の技術分野に関す る研究

発表 がメイ ン となる前者 と、機械翻訳 の運 用メ ソッ ド

に関す る研 究お よび翻訳者通訳者 の教育に関す る研 究

を扱 う後者 とで多 くの聴 衆を集 めた。研 究者、企業、

個 人翻訳者通訳者 の垣根 を越 えて、発 表者 と会場参加

者 とが熱心 に質疑応答 す る姿が印象 的だ った。NMT

の研 究発表 が多いのは当然 だが、ル ールベ ース機械 翻

訳や統計ベー ス機械翻訳や 、 これ らで蓄積 され てきた

技術や知見 をNMTで 活 かす 工夫を こらした研 究 も多

い ことが印象的 だった。 また機械翻訳技術 を教育現場

で活 かそ うとす る研 究もみ られ た。

2.日 本 における機械翻訳

 最 終 日9月22日 に は 、"Machine Translation

Acceptance among the Language Industry"と 題 して、

日本翻訳連盟(JTF)の ワー クシ ョップが行 われた。

M.Dillinger氏 (LinkedIn)、M. Herranz氏

(Pangeanic)、 D. Shterionov氏(KantanMT)、 内

山将夫氏(NICT)、 河 野弘毅氏(ポ ス トエデ ィッ ト東

京)、 佐藤弦氏(SDLジ ャパ ン)の 諸氏 が登壇 し、NMT

の技 術 向上 と生産性 向上に関わ る提言や 、NMTが 抱

える問題点 とその解決手段 について発 表 した。 引 き続

き登壇者 に よるパネルデ ィスカ ソシ ョンが行われ、会

場 を巻 き込 んで議論 がかわ された。 本 ワー クシ ョソプ

の 目的は、機械 翻訳 導入 が 日本 よりも進んでい る欧米

翻訳企 業か ら第一人者 を招いて、機械 翻訳利用の最先

端 の事情 を聞 くともに、機械 翻訳導入にあたっての業

務 に関する知見を深 め るとい うものだ った。 ワー クシ

ョップの参加者 は、欧米の機械 翻訳利 用の最前線 につ

いて生の声を聞 くとともに、実際の機 械翻訳導入 にあ

たって取 り組 むべき課題 について有意義な手が か りを

得 られ た。

3.補 足

 な お 、最終 日には、JTFの ワー クシ ョップのほかに、

"Cont
rolled Language Helps You  Improve

Comprehensibility and Translation Quality"と 題 し

て中村哲 三氏(エ レク トロスイスジャパン)に よる制

限言 語 を利 用 した翻 訳 品 質 向 上 に 関す る紹 介 と、

AAMTIJapio特 許 翻訳研 究会 による 「第七回特許 ・技

術 文書 翻訳 ワー クシ ョップ(Patent and Scientific

Literature Translation)」 が 開催 された。 日本語 と英

語 の制限言語 を活用 して翻 訳品質を向上 させ るために

中村氏が提唱す る手法 が興 味深 い。 また 「特許 ・技術

文書翻訳 ワー クシ ョップ」では、特許翻訳 を専門 とす

る翻訳会社MK翻 訳事務所 の梶木 正紀氏 が登壇 し、事

業 の方針 と して機械翻訳 に注力 し、今後 はポス トエデ

ィ ッ トに対応 した ビジネスモデルを構築す る と話 され

たことが印象的だ った。 実案件 を扱 う翻訳会社が今後

どのよ うなか たちで ビジネ スを展開 してゆ くのかこれ

か らも見守 ってゆきたい。

 なお、9月20日 夜 には名 古屋 市興正寺の大書院 にて

晩餐会が開催 され た。優雅 な 日本庭 園を備 えた寺院 の

大寺院で、各国の参加者 が酒食 を ともに して、楽 しく

歓談 した。

 次 回のMTサ ミ ッ トは、2019年 に アイル ラン ドの

ダブ リンで開催が予定 され ている。

 以 上
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一
        MT Summit XVI:Technology Showcase
XTM as a perfect platform for post editing Machine Translation

  目 次 由 美 子

XTM International Ltd.

 2017年9月 に名 古屋 大学にて盛 大に開催 され たMT

Summit XVIで は 、 「Technology Showcase」 と題 した展

示会 もプ ログ ラム され 、弊社XTM International Ltd.も

出 展 させ ていただいた。9月20日(水)の 午後は この

展示会のみが執 り行 われ 、展示会場 は多 くの参加者 の

熱気で溢 れた。

 弊 社は 「XTM Cloud」 とい う名前 のTMS(Translation

Management System、 翻 訳管理 システム)を 展示 した。

日本 の産業翻訳界 で十 分に浸透 している と考 え られ る

「翻 訳支援 ツール 」の代表 的な機能 である翻訳 メモ リ

や用語集 管理 、さらにDTP作 業 を軽減 させ るための機

能を有 し、なおかつワークフロー管理 、ユー ザ管理 、

コス ト管理 、メ ッセー ジング管理 な どを兼 ね備 えてい

る。世 界規模 を意識 したWebベ ー スのCloudソ リュー

シ ョンであ り、大 量の翻訳 を効率 良 く展 開 し、迅速 な

ター ンア ラウン ドを実現す る機能性や 、作業 を委託す

る機能 な どにおける拡 張性 の高 さか ら 「企業 向けシス

テム」 とも呼ばれ ている。

 このXTM Cloudで は、 もちろん機械翻訳エ ンジン

(以 下、MTエ ン ジン)と の連携 も可能で ある。2017

年12月 現 在、12種 類 のMTエ ン ジンとの連携 に対応

している。ユーザ側 で入手 済み のAPIキ ーや独 自に ビ

ル ドしたMTエ ンジンがある場合 、連携 に必要 な情報

を登録す るのみでXTMで の 利用が可能 とな る。また、

連携 対象 のMTエ ンジンの種類 は今後 も増加す る予 定

であ り、詳細 は弊社(sales@xtm-intl.com)ま でお 問い

合 わせ いただきたい。

 今 回のTechnology Showcaseで は 、特 にCrossLangの

MTエ ン ジン とGoogle Translateと の連携 を実演 した。

CrossLang(http:〃www.crossla皿g.com)は 弊 社のテ クニ

カル パ ー トナー企業であ り、翻訳 オー トメーシ ョンを

専門 として2002年 に ベルギーで設立 された。MTエ ン

ジン開発 も業務 の1つ としているが、システ ム イ ンテ

グレー シ ョンや コンサル テ ィング も請 け負 ってお り、

Adobe社 の コンテンツ管理 プ ラッ トフォー ムソ リュー

シ ョンで あるAdobe Experience ManagerとXTMを 連 携

させ るた めのConnectorも 共 同開発 してい る。

 XTM CIoudの イ ンスタンスで使用 するMTエ ンジン

は あらか じめシステ ム コンフィギュ レー シ ョン とし

て設定 してお く。翻訳 プロジェク トを作成す る際、プ

ロジェク トご とに使用す るエ ンジンや オプシ ョンを調

整す るこ ともできる。翻訳 プロジェク トのテ ンプ レー

トを用意 してお けば、プロジェク トを作成す るたびに

同 じオ プシ ョンを選択す る必 要はな くな る。

 た とえば、CrossLangのMTエ ン ジンを使用す る場

合、翻訳対象 の ソー ス文書 をXTMに 取 り込む際 、 MT

エ ン ジンに訳 を自動生成 させ てターゲ ッ トセルに挿入

してお くこともできる。 この場合 、XTM Editorで 必 要

とされ る作業 は 「翻訳」ではな く、「ポス トエデ ィソ ト」

とな り、MTエ ンジンが生成 ・挿入 した訳 が適 正であ

るか を確認 し、必要 に応 じて修 正す るとい う作業 を実

施す るこ とになる。

 ソー ス文書 内に翻訳 メモ リ(TM)の マ ソチが検 出さ

れた場合、TMを 優先 させ るこ ともできる。完 全一致

のみはTMを 優先 させ るのか、あいまいマ ッチや文書

内の重複 もTMマ ッチを優先 させ るかを選択で きる。
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または、MTエ ンジンに生成 させ た訳 例をあ らか じめ

解析時 にターゲ ッ トセル に挿 入はせず、XTM Editorで

の編集 時にTMマ ッチ とともに訳 例 として提示 させ る

こ とも可能 だ。 この場合 、翻 訳者 は原 文を見なが ら、

提示 され るTMマ ッチやMTマ ッチのなかか ら最善 と

考 え られ る訳例 を流 用す ることができ る。 もちろん用

語集 の機能 も併 用できるため、登録 されてい る訳語 の

使用 を確 実にできる。

 Google Translateを 使 用する場合 、言語 コンビネー シ

ョンが対応 していれ ば、XTMで もニュー ラル機 械翻訳

を利用 できる。XTM Editor上 で ターゲ ッ トセル ごとに

自動的 にMTマ ッチを挿入 させ る ことも可能。 MTエ

ン ジンやAPIに よって、動作 には相違が見 られ るので、

MTエ ンジンを選択す る際 に考慮 したい。

CrossLangとGoogle TranslateのMTエ ン ジン両方 をプ

ロジェク トに設 定 して、併 用す る ことも可能 である。

CrossLangのMT訳 例 と、GoogleTranslateの 訳 例 を一緒

に表示 させ るこ とができる。最適 なMTエ ンジンを選

ぶ ために一時 的にそのよ うな利 用をす るこ とは可能 で

ある。 しか しなが ら、 ソース文書や ドメインに合 わせ

て最適 なMTエ ンジンを選択す るのであれ ば、翻訳 プ

ロジェク トご とに異 なるMTエ ンジンを選択 し、TAUS

DQFプ ラ グインを利 用 して、プ ロジェク トご との生産

性(時 間単位 での翻訳 処理 分量)や 、修正 の度合 いな

どを比較す るこ とを推奨 したい。

s閣輝聡恥 伽 麟馴諏隠下耐劇 ㎝
一一 一        所… … ………r…

あい家U、寺ッチ93%.承 聯 み

 Ssrrpk fik for Mxhine Trers4tion                        機櫨慮訳のためのサンプル

旨arr叫e file for Machine T2rsWtion

、ノ ミ

驚■口■

CrossLang MT機 載懇駅のサンプルファイル

Googk NMT撒 翼駅のサンプルフ9イ ル
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一
 The 7th Workshop on Patent and Scientific Literature Translation

  (PSLT 2017)

    須藤 克仁

奈良先端科学技術大学院大学

1.開 催概 要

  AAMTIJapio特 許 翻訳研 究会の活動の一環 として、

2005年 の第1回 か ら数 えて7回 目とな るワー クシ ョ

ップを第16回 機械翻訳 サ ミッ トの会議 最終 日で ある

9月22日(金)に 開催 した。前回2015年 に 引 き続 き

特許 ・技術 文書翻 訳 ワー ク シ ョップ(Workshop on

Patent and Scient置c Literature Translation)と 題 し、

特許 ・論 文等技術 文書 全般 の翻 訳について広 く扱 うこ

ととした。Workshop Co℃hamは 宇 津 呂武仁 先生(筑

波大)・ 須藤の両名が務め、綱川隆 司先生(静 岡大)に

Publication Chairを ご担 当い ただ いた。プ ログラム委

員 として特研 究会 委員及び6名 の国内外の研 究者 にご

協力いただき、技術講演論 文の査読を依 頼 した。

  ま た、知財 関係公 的機 関、翻訳者/翻 訳 会社関係

者 、機械翻訳研 究者 に招待講演 を依 頼 した。 技術 論文

講演 に関 しては、本会議研 究論 文 トラックの投稿 期限

及 び採否発表 スケジュール が延長 された こともあって

か、投稿は4件 に とどま り、査読 の結果3件 を採 択 し

た。

  ま た、ワークシ ョップ当 日の参加者 は30名 程度

で、前 回2015年 マ イア ミで開催 された とき と同程度

であったが、半数以上 が 日本 か らの参加者 であった と

見受 け られ た。

2.ワ ー ク シ ョ ップ報 告

  午 前 のセ ッシ ョンは招待講演2件 で あった。

  1件 目の招 待講 演はBruno Pouliquen氏(World

Intellectual Property Organzation:WIPO)で 、 前

回のPSLT 2015に 引 き続 いてWIPOの 機 械 翻訳 シス

Pouliquen氏 の 講演の模 様

テムにっいてご紹介いただいた。前回はフレーズベー

ス統計的機械翻訳(PBMT)を 基本として、データ選

択、多言語化、事前並べ替え等の前処理等についての

ものであったが、今回はその後のニューラル機械翻訳

(NMT)へ の技術動向の変化を捉えた、特許翻訳向け

NMTに っいての講演であった。 NMTはPBMTに 比

べモデルのサイズが非常に小さくできること、非常に

流暢な訳文が生成できること等特許翻訳においても大

きなア ドバンテージがあり、実際WIPOの 新 しい特許

向けNMTシ ステムにおいても従来のPBMTシ ステ

ムを大きく上回る翻訳精度を達成 してお り、同じく

NMTを 採用す るGoogle翻 訳よりも優れていること

等が示 された。

  2件 目の招待講演は梶木正紀氏(MK翻 訳事務所)

で、2017年2月 のJTFジ ャーナルのGoogle NMT特

集において翻訳者の視点から見たNMTに ついて寄稿

をされている等、我々にとって有益なご見解が伺える

と考えて講演を依頼 した。梶木氏はすでに機械翻訳を

使った翻訳ワークフローの転換を近々に進めようとさ

れていて、そのためにGoogleやMicrosoftのNMTを

用いた翻訳後編集作業のテス トを行い、担当した翻訳
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者からも20・30%の 作業効率の改善への効果が期待で

きるという反応を得たことにっいてご紹介いただいた。

  午後のセッションは招待講演1件 と技術講演3件

であった。

  招待講演はAndrew Finch氏(Apple)で 、前職

のMCT在 籍時の統計的翻字に関する技術の進展につ

いてご講演いただいた。翻字は音訳 とも言い、日本語

では"computer"と いう英語を 「コンピュータ」とい う

表記に変換するような過程を指す。機械翻訳を簡略化

した問題 と捉えることもできるため、統計的機械翻訳

と同様の技術によって進化 している。近年のニュー ラ

ルネ ットワーク翻訳の技術は翻字においても同様に有

効であり、従来の統計的機械翻訳を応用 したものを上

回る精度が達成できていることが示 された。

  技術講演1件 目は木村氏(筑 波大)ら による、ニ

ューラル機械翻訳における訳抜けの影響に関する研究

の発表であった。著者らの研究グループで取 り組んで

いる専門用語等を統計翻訳のフレーズテーブルを利用

して翻訳した結果をニューラル機械翻訳結果の該当箇

所に埋め込む翻訳方式の利点 として訳抜けが少ないこ

とが確認できたことが報告された。

  技術講演2件 目は熊野氏ら(東 芝 ソリューション

ズ/静 岡大)に よる、対訳辞書エン トリの派生語を自

動的に生成 して対訳辞書を拡張する研究の発表であっ

た。既存の対訳エン トリから派生変化パターンを抽出

し、品詞や接辞辞書の情報から付与した素性 と合わせ

た派生変化規則の構築 と、構築 された派生変化規則を

適用 して得 られる派生候補をWebテ キス トデータで

の検証を行い、動詞的名詞のエン トリ拡張で有効性 を

確認 したことが報告 された。

  技術講演3件 目は李氏ら(北京師範大学)に よる、

特許に関する言語 リソースを活用した中英特許機械翻

訳 の改善 に関す る研究 の発表であった。著者 らが

SIPOの 特許 コーパスを利用して構築 しているCTKB

(中国特許知識ベース)や 対訳辞書、翻訳規則等を活

用してNTCIR9共 通タスクにおけるルールベース機

械翻訳の性能を上回ったことが報告された。

3.所 感

  今回ワークショソプの企画当初より特に注目した

かった内容は、近年急速な発展を続けるニューラル機

械翻訳技術が特許 ・技術文書翻訳に与える影響や、専

門用語辞書のように、従来技術文書翻訳のために構築・

利用されてきた言語 リソースの活用可能性であった。

Pouliquen氏 の講演は近年のニューラル機械翻訳によ

る大きな変化を如実に感 じさせるものであり、梶木氏

の講演ではそ うした機械翻訳技術の変化が人手の翻訳

にまで明確に波及 しつつあることが語 られた。Finch

氏の講演はその変化を翻字とい うタスクの視点から捉

えたものであったし、技術講演でもニューラル機械翻

訳と対訳言語リソースの関係にっいて議論があった。

  技術文書特有の問題の うち、多数の固有名詞の問

題と非常に長い文の翻訳については広く活発に研究さ

れていると言えるが、実際に難解な技術文書での実験

評価を学術サイ ドで行っているケースはあまり多くな

い。以前は情報検索の国際ワークショップNTCIRで

特許翻訳の共通タスクが何度か開催されてきたが、現

在ではJSTを 中心に2014年 か ら開催されているアジ

ア言語ワークショソプ(WAT)が 、科学技術論文や特

許翻訳の共通タスクを行っている国際的にも現在唯一

のものである。

  多様なパターン認識 ・機械学習技術の進化が加速

している反面、訳語の統一や翻訳 メモ リの活用、人手

翻訳との連携等、翻訳産業界の需要に機械翻訳技術が

まだ十分応えられていないのではないかと感 じること

もある。機械翻訳技術に注 目が集まっている今、人手

の翻訳 との関係や実際の産業応用等、昨今の技術進展

に合わせた展開を見据えた取 り組みが重要であると強

く感 じる。
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一
Baidu Machine Translation

  Zhongjun HE and Hua WLT
         Baidu Inc.

1.Introduction

Machine Translation (MT) has been

developing for more than 70 years. Thanks

to  the  evolution  of  techniques, e.g.

rule-based method, example-based method,

statistical method, as well as the explosive

growth of data, translation quality is greatly

improved.

Recently, Neural Machine Translation

(NMT)has been widely studied[1][2].NMT

works by using a large neural network which

directly translates source text to target text,

outperforming conventional MT methods in

many language pairs. However, as a newly

emerged approach, NMT has some

limitations that may jeopardize its

practicality.

We have applied a group of novel methods

to improve the robustness and translation

quality of our online NMT system, for

example, advancing speed of NMT with

constrained softmax, handling the OOV

problem by incorporating SMT features, and

improving multilingual translation with

multi-task learning.

It was on May 20止,2015 that we

successfully launched the first Internet NMT

system [3]. Till now, Baidu Translate

supports translations between any two of 28

1anguages. Every day, it translates over l

billion sentences. In addition to the web

interface of our translation service, we have

an APP for mobile access. We also provide

API for commercial users. Over 50,000

developers are using Baidu translate API in

their products for localization, international

trades,  language  learning  and  other

purposes.

In this article, we will discuss the challenges

and methods of building a practical MT

system in Section 2. In section 3, we will

introduce Baidu's translation  products,

which integrate MT with other AI

technologies including speech recognition

and OCR. We conclude the article in Section

4.

2.Challenges and Methods for

   Practical MT System
Our online MT system receives billions of

translation requests every day. The requests

are turned into the form of all sorts of texts,

from various domains, e.g. poems, news

articles, patent documents, colloquial

expressions. The first challenge is to provide

reliable translation for all these requests.

Secondly, these requests require immediate

responses, hence the need for a real-time

translation system. The third challenge is the

data sparseness problem. For some language

pairs, only limited bilingual corpora are

available. Even in resource-rich language

pairs, data sparseness problem could exist in
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some specific domains.

In the following, we will introduce our

methods ofbuilding a practical MT system.

2.1.Improving NMT with SMT Features

Among the problems confronting NMT are

the out-of-vocabulary (OOV) problem,

caused by limiting the vocabulary to a

certain size to avoid the time consuming

training   and   decoding,   and   the

under-translation problem, i.e. missing

words in translation, caused by the

mechanism that prefers short translation.

In order to tackle these problems, we

incorporated three SMT features into the

log-linear framework[4]:aphrase table, an

n-gram language model, and a word reward

feature(Figure 1). The phrase table was

trained on word-aligned bilingual corpora in

the conventional phrase-based SMT

approach, and employed to score word pairs

and alleviate the OOV problem. The n-gram

language model was trained on monolingual

sentences in target language to enhance the

local fluency. The word reward feature

encourages the model to produce longer

sentences and thus to avoid missing words

in translation.

Experiments show that our method obtains

significant improvements on Chinese to

English translation. To the best of our

knowledge, this is the first work to integrate

SMT components into NMT, which has

motivated many studies on this research line,

for example, to improve NMT with a

coverage model[5], a reordering model[6],

or a phrase table[7].

xl x2
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               Sゴ

RNN word prediction
r

… lTJゴーπ十1 。・・ 防 一1「 →b;
 馨
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     '

 ノ'"
ノaj`Pω ゴ12の

word translation

probabilities

  n-gram languge model

Figure 1:Illustration of the Log-linear NMT. To

predict the target word, we introduce SMT features,
such as the word translation probabilities, the n-gram

language model, word length reward, together with

the probabilities estimated by RNNs.

2.2.Optimized Beam   Search  with

    Constrained Softmax for NMT

Due to the computational complexity of the

large neural network, NMT suffers a

problem of time-consuming decoding. The
basic version of the open source NMT

system GroundHog translates at a speed of

only 10 words/seconds, far from being able

to provide real-time translation service.

To improve the decoding speed of our NMT

system, we proposed and applied an

improved beam search decoding algorithm

with constrained softmax operation over the

output layer[8]. Firstly, rather than extend

all hypotheses for each stack, we utilized a

priority queue to store partial hypotheses

and chose the best to extend(Figure 2). We

found that the unexpended hypotheses are

safely pruned without hurting translation

quality. Secondly, to reduce the computation
complexity in softmax layer, we used a

phrase  table  to  generate  translation
candidates for source sentences. Therefore,

when predicting a target word, the network

only perform softmax on the candidates

rather than all vocabulary words.
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Experimental results show  that the

optimized algorithm achieves a speed about

3.5 times faster than that of the well

optimized baseline system, without hurting

translation   quality.  Specifically,  the

improved beam search with priority queue

helps to reduce about 37.6% hypothesis

extension operations and brings a 1.7 times

speedup. The constrained softmax strategy

reduces the output layer size丘om 30,000 to

about 300 and contributes to another 2.1

times speedup.

2.3.Multi-task Learning for Multiple

   Language Translation

Conventional MT models perform

one-to-one translation, that is, translate a

source language to a target language at a

time. We employed a unified framework that

performs one-to-many translation, using

multi-task learning[9]. The model is based

on  standard  Encoder-Decoder neural

network with a shared encoder on the source

side and multiple decoders, each for a target

language.

            ・42          4

     4                        ・4,
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          x,      -:      x3              xi閥

Figure 3: Multi-task learning framework for

multiple-target language translation

This method is able to address the data

sparseness problem  for resource-poor

language pairs by sharing information from

other resource-rich language pairs on the

source side. So far as we know, we are the

first to work on multiple target language

NMT and has inspired many work following

this research line[10][11].

2.4.Domain Adaptation

As mentioned, in some specific domains

there are data sparseness problem, even in

resource rich languages. To further improve

domain-specific translation quality, we used

asimple and effective domain adaptation

method for NMT.

Suppose we have two parallel corpora, a

large scale out-of-domain dataset and a

small scale in-domain dataset. We first

pre-trained a general model on the large
bilingual dataset, then continued to train, or

say fine-tune the model on the small one.

However, the in-domain dataset is so small

that we found the translation quality

decreased  largely  after  1-2  iterations,

indicating the model was over-fitted.

22



Drttrltt

y., y x鷲

r
D㏄(x馳r

Y,-i y Y,,i

a,
、}肖}

a L
馳1

C巳    A腿㎝駈翼m

     卜看雛監晦撫i
a

し1.三

Enc蜘

hj.1

h」 .[

由

h

h

由

hrl

 hr乳

由
a c`m∀ ㎝ 【■悩1NM可 馳

隊蜘

a甲  a、、i a 1
. 1

G

NτMj.:

A雷lenl8【 獅

h」 、塵

煽
ノ
L
和

xrna;

h

h」

Xj

NT称

hr旦

h,.,

Xj弓

b. NM丁  唱Fi山  mWu《 ㎞ 」  繍

Figure 4:Left is the conventional attention-based NMT which consists of encoder, decoder and an attention

mechanism. Right is our novel NMT model with multiple channel encoder, which consists ofhidden state from
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designed to automatically learn the weights for different encoding components.

To solve the problem, we incorporated the

general model with the fine-tuned model. As

a result, the incorporated model get

significant improvement on in-domain test

set.

2.5.Multi-channel Encoder for NMT

The standard Encoder-Decoder architect for

NMT abstracts information from a source

sentence through hidden states, yielding a

sequence ofvectors. The information flow is

akind of one-channel flow. For translation
                                     ,

we often want the model to take pieces of

the source sentence at varying compositional

levels suiting its own linguistic structure.

For example, we may want to take an entity

name in the source in its raw form while

taking an idiom as a densely composed unit.

Thus we proposed a novel multi-channel

encoder model taking encoding components

at different levels of composition[12].

More specifically, in addition to the hidden

state of encoding RNN, MCE takes the

original word embedding for raw encoding

with no composition, and a particular design

of external memory in NTM for more

complex composition, in a way analogous to

visual channels with different frequency. All

three  encoding  strategies  are  properly

blended during decoding. More specifically,

we design a gate that can automatically tune

the weights of different encoding channels.

Empirical study on  Chinese-English

translation shows that our model can

improve by 6.52 BLEU points upon a strong

open source NMT system:DL4MT. On the

WMT 14 English-French task, our single

shallow system achieves a BLEU of 38.8,

comparable with the state-of--the-art deep

models.
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     Figure 5:Simultaneous Translation System

3.Multi Modal TYanslation and

   Innovative Products

Traditional MT systems perform text

translation. Recently, with the progress of

other AI technologies, such as speech

recognition,    vision     understanding,

multi-modal translation has been widely

studied.   Integrating  these  techniques

together, we have launched several

innovative products.

3.1.Voice Translation

Voice translation takes voice as input and

produces text/voice as output. We have two
voice translation products:asimultaneous

translation (ST) system for translating

speaker's  speeches  in  conferences  in

real-time, and a smart Wi-Fi translator for

travelers'conversation.

The ST system takes speakers'voice as

input and shows translation results on screen

in real-time. At Baidu World Conference

2017,0ur ST system successfully translated

from Chinese to English for five speakers

(Figure 5).

     鎖 窪≒繊鵜1:醜∬一
                          甑,、

    {灘                 際;

雛   聴
    馨蕪                       ;;奪

    騨欝      瀦羅、漁    

羅鑓    、、禽議記 ㌧

          Figure 6:Smart Translator

Our smart translator(Figure 6)was firstly

introduced at MT SUMMIT 2017. It

provides automatic Wi-Fi connection in over

80countries and now supports translation in

three languages, including Chinese, English

and Japanese. More languages will be

supported in coming version. Another

interesting feature is that it automatically

recognizes what language the user is

speaking. So users do not need to manually

choose translation directions. We are

cooperating with some travel agencies. Now

some cruise ships are equipped with the

devices.

3.2.Image Translation

Image translation takes images as input. If

one cannot or do not want to read or write,

image is another medium for him/her to

communicate.

If the input is an image of an object, the

system will recognize the object and provide

its description in both source and target

languages, which is very helpful in language

study(Figure 7).

24



X 笑物爵;～琴

 

 

、

醜

臨曇
つ

¶一 ♂ ・♪

つ

・

く

Figure 7:0bject Translation

畜
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If the input is an image of a passage of text,

we use OCR to recognize the text and

perform translation. This function is useful

for translating menus, product descriptions

(Figure 8), and etc.

4.Conclusion

In this article, based on the practice ofBaidu

machine  translation, we  discussed

challenges for building practical machine

translation system and introduced novel

methods we used to address these

challenges.

In the future, we will continue focusing on

improving user experience with innovative

technology, which brings better translation

quality, and innovative products combing

MT with other AI technologies.
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一

     招待講演"Neural translation technologies and futures"

       中岩 浩巳

アジア太平洋機械翻訳協会 ・名古屋大学

1.は じめ に

 2016年11月 にGoogle翻 訳 への深層学習技術に基づ

くニュー ラル機械翻訳(NMT)技 術 が導入 され 、日本語

に関連す る機械翻訳 品質 が大幅な改善を実現 した こと

か ら、機械翻訳 の利 用に関す る期待 が急激 に高まって

いる。 ニュー ラル機械翻訳 の基本 方式 であ るニ ュー ラ

ルネ ッ ト技術 は、1980年 代 にブームがあったニ ュー ラ

ルネ ッ トが2010年 代 に、計算機能 力の増大や新 たな処

理方法 の考案 に より再度 ブームになった ものであ る。

ニ ュー ラルネ ッ ト技術 の導入 は画像処理(画 像認識 ・

理解等)や 、音声処理(音 声認識 ・合 成等)か ら始ま

り、そ の性能が飛躍 的性能 向上 した。機械翻訳 を含 む

自然言語処理 での効果 は当初 限定的であったが、様 々

な方式 の改 良(RNN,ア テ ンシ ョン等)に より数 年前 よ

り効果 が表れ るよ うになってきた。機械翻訳 に もニ ュ

ー ラルネ ッ ト技術 が導入 され
、従 来主流であった統計

翻訳 を凌駕す る性能 を達成す るようになった。

 本 稿 では、2017年9月 にアジア太平洋機 械翻訳協会

(AAMT)主 催 で24年 ぶ りに 日本で開催(開 催地:名 古

屋 大学)さ れた機械翻訳 の代表的 国際会議第16回 機械

翻訳サ ミッ ト(MT Summit XVI)で 行 われ た招待講演

``N
eural translation technologies and futures" 4こ

お いて紹介 され た、代表的翻訳プ ロバイ ダーで あるバ

イ ドゥ、 グー グル、マイ クロソフ トにお ける最近機械

翻 訳技術 、特 に、ニュー ラル機 械翻訳(NMT)に つ いて

の講演 内容 を概 説す る。

2.バ イ ドゥの機 械翻訳技術

バイ ドゥは、世界で初 めてニ ュー ラル翻訳技術 を実

サー ビスに導入 した会社 として知られている。実用的

システムの構築に向けては、翻訳対象の多様性、デー

タが少ない言語対や翻訳対象分野のデータが少ない場

合の翻訳技術、スピー ドとメモリ、に関しての研究開

発に注力 している。例えば、ニューラル翻訳の欠点と

してよく知 られている未知語の訳出に関しては、従来

型の統計翻訳技術を併用することで、解決 しようとし

ている。また、データの少ない言語対に関しては、各

言語対で別々に学習 したモデルを統合する(マ ルチタ

スク学習)こ とにより克服 しようとしている。この技

術を利用することで単独の翻訳対象言語対データだけ

より翻訳性能(翻 訳品質及び学修速度)が 向上するこ

とが示されている。なお、第16回 機械翻訳サ ミソト

の講演 では、音声翻訳機能にモバイルWifiを 統合 した

ハンディー翻訳機を世界で初めてお披露 目した。

3.グ ー グル の機械翻訳 技術

 前述のとお り2016年 秋にグーグル翻訳の方式が従

来型の統計翻訳からニューラル翻訳に変わったのを契

機に、日本語関連の翻訳品質が劇的に向上したことか

ら、機械翻訳に対する期待が急速に高まった。このよ

うな品質向上は、①グーグルが持つWebを 中心とした

データ(対 訳コーパス)が 膨大であること、②世界中

の優秀な研究開発者が集まり最新技術を実サービスに

展開していること、③強力なデータセンターを持ち他

社を凌駕する規模の計算能力を持つこと、等の強みに

より実現できたと考えられる。この豊富な計算機資源

を活用し、グーグル翻訳では、他社よりも多層(8層)

のニューラル翻訳方式を導入 している(図1)。 ニュー

ラル翻訳では扱える語彙数が学習段階の計算量の多さ
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か ら限界があ るため、未知語 の問題 が発 生す るが、 こ

れに対 しては、Wordpieceと い う、単語 中の部分文字

列(例 えば英 単語"Brexit"で は 、"Br","ex","it"

と分割)を 活 用す ることで、扱 える語彙 数を増や す こ

とで翻訳 精度 の向上 と、翻 訳時間の短縮 を実現 してい

る。 また、 グー グル翻訳 では現 在103言 語 を対象 とし

ています が、 これ を実現す るために、前述のマル チ タ

ス ク学習 に加 え、すべ ての言語 対のデー タを活 用 して

1つ のモデル を作 るゼ ロシ ョソ ト翻訳 とい う技術 も導

入 してい る。

               7, 卿◎ち桐馳  騨●.n>
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図1:グ ー グ ル翻 訳 にお け る ニ ュー ラ ル機 械 翻訳 の構 成 図

4.マ イク ロソフ トの機械翻 訳技術

 第16回 機 械翻訳サ ミッ トの講演では、音声 自動翻訳

技術 が紹介 され 、実演 を通 じてその品質 の高 さが示 さ

れ た。 これ は、①音声認識 の技術的躍進 、②デー タの

大規模化 、③頑健 で高速 な学習 インフラが整 った、④

ニュー ラル翻訳技術が導入 され た、 とい うに様 々な条

件がそ ろった こ とによる と報告 され ている。音声翻訳

の課題 は、①話 し言葉 は書 き言葉 と異 なるこ と、②人

の発話 は驚 くこ と勝手 であるこ と(考 えと発話の違い、

黙 った と思 った ら話 し出 した り言 い換 えた り等)、③句

読点 がな く部 の区切 りがわ か らない 、等 といったデ ィ

スフルエ ンシ(disfluency)を 含 ん だテ キス トに対す

る翻訳 になる。 これに対 してマイ クロ ソフ トでは、音

声認識結果に対 して これ らのデ ィスフルエ ンシを削除

し、完全 な文章に変換す る処理 を実装す るこ とで これ

らの課題 を解 してい る。

5.終 わ りに

 前 述 の とお り、NMTの 進 化は大変早 く、現時点で の

NMTに 対 す る評価 が数か月で大幅に変わ って しま うこ

ともあ り得 る。ん蝋Tで は これか らもNMTの 最 新 の動 向

を調査 し、タイム リーに情報発信 をす る予定 でい るの

で、ご期待 いただきたい。
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一
アジアでの機械翻訳サ ミッ トに参加 して

        井佐原 均

豊橋技術科学大学 情報メディア基盤センター

1.ア ジアでの機械翻訳サ ミッ ト

 ア ジ アで始 ま り、 ヨー ロ ッパ、 アメ リカ と隔年 で開

催 され てきた機械翻訳サ ミッ トの第16回 が名 古屋 で

開催 された。 これ を機会 にこれ までの私 の機械翻訳 サ

ミッ トとの 関わ りを振 り返 ってみ たい。

 第1回 の機械 翻訳サ ミッ トは1987年 に箱根 で開催

された。 この時 には私は参加 して いない。初 めて参加

したの は1991年 に ワシ ン トンDCで 開催 され た第3

回 である。企業や大学の方 々 とともに 日本 か らの視察

団 の一員 として参加 した。会期 中に米 国の独立記念 日

があ り、視察団 を担 当 した旅行会社 の人 に、危険 です

か ら独立記念 日の夜 は出歩か ない よ うに と言 われ た こ

とが思 い出 され る。私 も含 め、誰 も従 わなかったよ う

で あ るが。International Association for Machine

Translation(IAMT)は 、 このサ ミッ トで設立 が合意

され 、翌1992年 に設 立 された。1991年 に 「日本機械

翻訳協会」 として設 立 され ていたAAMTも 、 これ に

合 わせ て1992年 に 「アジア太 平洋機械翻 訳協会」 と

名称変 更 し、IAMTの 下 にアジア、 ヨー ロッパ、ア メ

リカの各協 会が存在す る とい う現在 の体制 となった。

 1993年 の第3回 は再び 日本での開催 となった。私

はチュー トリアルの講師 として参加 した。 会場 とな っ

たホテルオー クラ神 戸のカーテ ンが電動だった ことが

参加者 の間で話題になっていたが、あの 当時は珍 しか

ったのだ ろ うか。1999年 の シ ンガポール での第7回

の時には、現地の準備が遅れ気味 とな り、急 きょ、私

と企業の方々数名のチーム を作 って対応 した ことが思

い 出され る。 この時が私がAAMTに 深 く関わ るこ と

になった きっか けで ある。この時のチームの方々には、

そ の後 もAAMTの 活 動 に深 く関わ っていた だい た。

 2005年 の タイ ・プーケ ッ トでの第10回 は、当時私

が前職 で タイ にラボ を持 ってい たた め、 ラボの メンバ

ーであったVirachさ ん(AAMT理 事)と ともに現地

手配 を担 当させていただいた。欧米では まだ まだ知 ら

れていないア ジアでの機 械翻訳研究 を広 く知って もら

うために、アジア圏 の機械翻訳研 究を紹介 したAAMT

ジ ャ ーナルの特別号を発行 した。サ ミッ ト前年 の2004

年12月 に スマ トラ島沖地震が発生 し、プー ケッ トも

被害を受けた。状況確 認のた めに現地に派遣 され た こ

とも思い出 され る。

 2011年 の 中国 ・アモイで の第13回 は私がAAMT

会 長 お よびLAMT会 長 として担 当 した。会議の実務面

はアモイ大学や 中国 中文信息学会の方々 にお願 い した

ため、開催まで詳細が分か らないことも多 く、戸惑 っ

たが、実際に開催 してみ ると特 に問題 もなくスムー ス

に開催で きた と思 う。 この年 には東 日本大震災が発生

したが、海外か ら今回 は ヨー ロソバでの開催 に しない

か との打診が来た のには驚 か され た。我 々のア メ リカ

や ヨー ロッパ の地理 に関す る感覚 も同 じよ うなもので

はあろ うけれ ど。

2.名 古屋での機械翻訳サ ミッ ト

 アモ イ での第13回 か ら6年 が経 ち、機械翻訳 サ ミ

ッ トが再び アジアに回ってきた。名古屋 大学 の中岩先

生がAAMT会 長 、 IAMT会 長 と して担当 され 、名 古

屋での開催 となった。 私は これまで、シンガポール、

タイ、中国 と機械翻訳 サ ミッ トの開催に深 く関わって

きたが、今 回はSteering Committeeの メ ンバー とし

て、時折 コメン トする程度で、個人的には 「気楽に」

関わる機械翻 訳サ ミソ トであ った。神戸以来の 日本開
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催となった今回は中岩先生を中心に本号の他の報告に

あるように多くの方々の努力で大成功となった。関わ

った皆様のご尽力に敬意を表します。

 今回の機械翻訳サミットはニューラル機械翻訳が実

サービスに入って最初のサミットであり、百度、グー

グル、マイクロソフ トによる紹介のセッションなど非

常に興味深いものであった。Technology Showcaseで

も機械翻訳の応用に向けた多くの展示があった。機械

翻訳を実際の翻訳プロセスに組み込むとい う立場から

は、日本翻訳連盟 と協調 してサミットを開催できたこ

とは大きな意味を持つ。今回のサミットは機械翻訳シ

ステムが社会実装に向けた大きな転換点を迎えた今に

ふさわしいサ ミッ トであった。

 会場はコンパク トにまとまってお り、地下鉄の駅か

らも近く、参加者には好評であった。コー ヒーブレー

クの行われた1階 のスペースに行くと、いつでも誰か

しら知人に会えて好都合だった。懇親会も非常に日本

的な場所と食事であり、海外からの参加者だけでなく

日本人参加者にとっても印象深いものになった。

 次回の機械翻訳サ ミットは2019年 にアイルランド

で開催される。機械翻訳の新 しい社会実装がどこまで

進んでいるか楽 しみである。そして次のアジア開催の

時には機械翻訳がワープロのように我々の生活に溶け

込んでいることを期待するものである。

懇親会で笑顔の参加者
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一
          第27回JTF翻 訳セッション

「ニ ュー ラル機械翻訳 は翻 訳 プ ロセ スを ど う変 えてい くか

   一最近 の機械翻 訳技 術 と利 用 に関す る動 向一」

      (アジア太平洋機械翻訳協会AAMT企 画セ ッション)

               島津 美和子

         東芝デジタル ソリューシ ョンズ株式会社

1.は じめに

 2017年ll月29日 、アル カデ ィア市 ヶ谷 にお いて恒

例のJTF翻 訳 祭(日 本翻訳連盟主催 、 AAMT後 援)が 開

催 された。昨年好評 であったパネルデ ィスカ ッシ ョン

「いま さ ら聞 けな い機 械 翻訳 の基礎 」 に引 き続 き、

AAMTは1セ ソシ ョンを持 ち、 中岩会長 とAAMT機

械 翻訳課題調査委員会の長瀬委員長 が掲記 のタイ トル

で講演 を行 った。今年 も収容人数120名 を優 に超 え、

150名 ほ どの熱心に聞 き入 る聴衆 を得た。

 本 講演で は、機械 翻訳(MT)の 研 究開発 に長年携 わっ

て きた2名 が昨今の急速 な環境 の変化 の下でのMTの

最新技術動 向とMTの 性能比較結果 につ いて、今年開

催 された国際会議(MT Summit XVI、EAMT2017)の 発 表

内容 も交 え、話題 のニ ュー ラル機械翻訳(NMT)を 中 心

に、分か りやす く解説 した。本稿 ではその概 要を報 告

す る1。

2.機 械翻訳(MT)を 取 り巻 く状況(中岩会長)

かけ、MT技 術 に対す る注 目度 を高めている。背景 に

は、急速 な少子高齢化 とグローバル 化の進展 によ り、

日本産業 の海外依存度 が増 し、国際 ビジネスにお ける

翻訳場面が増大 したこ とがある。訪 日外 国人数の増大

と2020年 の東 京オ リンピック・パラ リンピ ック開催 に

よ り、今や外国人 とのコ ミュニケーシ ョンは不可欠 に

なってい る。一方 、Google翻 訳 をは じめ とす る深層学

習技術 に基づ くニュー ラル機械翻訳(NMT)技 術 の導入

によ り、従来のMTで は難 しい とされ てきた言語対 の

翻訳 品質 が大 幅に改善 し2、MTの 利 用 に対す る期待

が世界的 に高 まっている3。

3.ニ ュー ラル機 械 翻 訳(NMT)と は(中 岩 会長)

 MT方 式 は、専 門家 が作成 したル ール に基づ いて翻

訳 を行 うルールベー ス方式(RBMT)、 蓄積 され た対訳デ

ー タを分析 ・学習 した結果 か らモデルを作成 し
、この

モデル に基づ いて翻訳 を行 うコーパ スベ ース方式 に大

日本におけるここ数年の変化は、翻訳需要に拍車を
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講演者の中岩会長 ・長瀬委員長(写 真提供:JTF事 務局)

満 員の会場(写 真撮影 ・提供:中 村ヒロユキ氏)

1本 稿 は 『日本 翻 訳 ジ ャ ー ナ ル 』(2018年112月 号)掲 載 の筆

者 に よ る報 告 を も とに して い る。

2

https://research.googleblog.com/2016/09/a-neural-network-

for-machine.htm

aCastilho
, S., et al.(2017). Is eural machine translation

the new state of the art?EAMT2017

https:〃ufal.mff.cuni.cz!eamt2017/slidesバVednesday1Resear

ch _presentations/Castilho_et_al.pdf, p.4

31



別 され る。後者は統計 的機械翻 訳(SMT)と ニ ュー ラル

機械翻訳(NMT)に 代 表 され る。 RBMTは 一 定 品質 の翻

訳 を保 ち、辞書 ・規則 によるカスタマイ ズが容易 であ

るが、対象言語 ご とに専 門家が必要 である。 また、訳

抜 けや訳余 りが起 きに くい反面 、訳文 はぎごちない。

コー パスベー ス方式 は、モデル を 自動 で学習 し、多言

語化 が容 易であるが、最低100万 文 の大量デ ータを必

要 とす る。 このモデル は権利 関係 が不 明確 とい う難点

もある。

 NMT以 前 のSMTで は 、対訳デー タに基づ いて句 レ

ベル の対訳辞書 を 自動 的に学習 し、最 も確率 の高 い も

のを選択す る。語順 が異 なる言語対 では句 の並び替 え

を行 うが、この失敗 がSMTの 問題 となっていた。 そ

こで登場 したのがNMTで あ る。

 NMTの 背 景には1980年 代 にブー ム となったニュー

ラル ネ ッ トワー ク(NN)が2010年 代 復活 した ことがあ

る。 計算機能 力の急激 な普及 とアル ゴ リズムの改 良に

より、大規模 なNNを 使った技術が実装可能になった。

NNの 自然言語処理での効果 は当初 限定 的であったが、

数年 前か らMTに も導入 され 、 SMTを 凌 駕す る性能 を

達成 した。2016年11月 に はGoogleがNMTの サ ー ビ

スを開始 し、一般 の人 々がその性能 を身近 に体感 でき

るようにな り、大 きなインパ ク トを もた らした。

 で はNMTとSMTの 違 いは何か。 NMTは 句 ではな

く文全体 の情 報を用いて翻 訳す る。 まず、NNを 通 じ

て原言語 を意 味解析 し、数値的 な意 味表現 に置 き換 え

る。 そ してNNを 使 ってそ の意 味表現 か ら単語 を生成

し、 目的言語 を出力す る。 この中間的な意味表現 は二

次元ベ ク トル の形 である。NMTは リカ レン トニューラ

ル ネ ッ トワー ク(RNN)を 使 う。 RNNは 、入 力、出力、

入力ベ ク トル に対 し重みづ きの演算 を行 った結果得 ら

れ る複数 の中間層 に加 え、一つ前 の時 間の情報 を入力

としてフ ィー ドバ ック し、時系列 のベ ク トル の情報 を

継承す る点 に特徴 がある4。処理は次の よ うに進む。最

初 に原文 の各 単語 がNNに 入 り、それ をあるベ ク トル

にエ ンコー ドした後 、ベ ク トル をも とに隠れ 層(中 間

a https://www.slideshaze.net/YusukeOdal/encoderdecoder-tis, p.7

層)と い うニ ュー ラル の活性情 報 に変 換す る。 次 に、

Dに よ り、新 しい単語 の情報 と一つ 前の単語 の情 報

を使い、新 しい意味の情報 を得 る。最終段 階で原 文に

対す る意味表現 を保持 し、この意 味をもつ 目的言語 の

単語を次々 と生成(デ コー ド)してい く。

 Google翻 訳 の技術はアテ ンシ ョン機構 を持つ。アテ

ンシ ョンに基づ くNMTで は 、入 力文の情 報をベ ク ト

ル に変換 した後、 どの単語 に注 目(ア テ ンシ ョン)す る

か を一 出力 ごとに計算 し、最 も高 い注 目度 の単語 の情

報 を使 う5。アテ ンシ ョン機 構はNMTで 標 準的に使 用

されてい る。

 MTの 人手評価 の例 としてATRの 基 準は訳文の 自然

さを見 る流暢 さ(fluency)と 原 文の意 味を訳文 に伝 えて

い るか を見 る適切性(adequacy)の2軸 で5段 階評 価す る。

自動評 価に は世界的 に使 われ てい るBLEU(機 械 訳 と

参照訳 のn-gramの 一 致 度を両者 の文長 の違 い も考慮

し、計算す る手法)の 他RIBES(機 械 訳 と参照訳 の語 順

の違い を重視す る手法)が ある。

4.機 械翻訳技術及び活 用方法 の動 向(中岩会

  長 ・長瀬委員長)

 第20回 ヨ ー ロ ッパ 機 械 翻 訳 協 会 年 次 大 会

(EAMT2017)(2017年5月)6で はMTの 研 究開発及び活

用の最先端の事例が紹介 され た。 こ こではNMTの 活

用 と評 価 を概 観 す る。 性 能 評 価 で は 、新 聞 記 事 、

e-commerce、 MOOCsに お いてNMTが 従 来方法を上回

る結果が報告 された。MTの エ ラー分析結 果に基づい

て流暢 さと適切性 を評価す るMultidimensional Quality

Metrics(MQM)の 報 告では 、 NMTは 適 切性 の うち訳漏

れの数 は最大だ が、誤訳 の数 はSMTの 一 種であ る従

来の フレー ズベー ス機械翻訳(PBMT)よ りも少 な く、流

暢 さは全項 目で上回 るこ とが確認 され た。SMTで は 効

果の あった事前並び替 えをNMTに 適 用 した結果、効

果がみ られ なか った とい う指摘 もあった。 カス タマイ

5

https://www.slideshare.net/ToshiakiNakazawa/attentionbased-nmt-

description, p.1,p.3
ehttps://ufal .mff.cuni.cz/eamt2017/
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ズな しのNMTと カ ス タマイ ズ したPBMTの 比 較 では、

単 語 につい ては後 者 が上回 った もの の、全体 的 には

NMTの 方 が よい との結果 も示 された。

 MT Summit XVI(2017年9月 、於:名 古屋 大学)7に 関

しては、NMTの 主要3社 が現状 と今後の方向性 につい

て 語 った招 待講 演"Neural translation technologies and

futures-Baid恥Google, Microsoft"に 限 定 して述 べる。

Baiduは 、 SMTの 特 徴 を使 ってNMTの 精 度 向上を図

る とともに、Multi-Task Leamingに よ り原言語 の単語

表現 の学習効果 及び運 用効率 を改善 した。Googleは

Web上 の文 を英語 に機械 翻訳 し、一致す る文を抽 出 し

て大規模パ ラレル コーパ スを作成 して いる。 これ を用

い て 、 複 数 言 語 対 を 同 時 に 学 習 させ(Multi・Task

Leaming)一 つ のモデルを構築す ることによ り、デー タ

が存在 しない言語対の翻訳(zero-shot translation)を可 能

に した。音声 自動翻訳 にフォー カス したMicrosoftの 発

表では、課題 として話 し言葉 は書き言葉 と異な ること、

人の発話は秩序だ ってい ない こ と、句読点 が発話 され

ない こと、会話デー タが少な いこ とを挙 げた。

ともNMTの デ メ リッ トであ る。

6.問 題提起(長瀬委員長)

 締めくくりに、次のようなNMTと.. の英語原

文と日本語訳文を示 し、直訳のRBMTと 意訳のNMT

のどちらが有用と考えるかをフロアに問 うた。

              例文

愚灘灘鍼1鱗羅 鱗羅羅 羅 羅糠灘蘇
繍   夢行轡縁馬縄響瞭を犯る織り隔逝りを濃切って驕 で溜旨すことがで9塞▼●

羅翻 轍 繧熱櫓麟 辮藤蕪鍮総擁 麟鱒纏麟轡

繋 、翻懸蝦 薩 箋羅難灘 灘 f・韓

難 難 籔;綴 醗難繋懸 灘
 す ると、NMT支 持 とRBMT支 持がほぼ同数という

興味深い結果が出た。 これについては今後議論を深め

ていく必要がある。

7.さ い ごに

5.NMTの 訳文評価(長瀬委員長)

 AAMT機 械翻訳課題調査委員会が 日英 ・英 日・中日

方向でNMT、 RBMT、 SMTの 訳文品質を評価 したと

ころ、全言語方向の定量評価においてNMTが 最も優

れていた。定性評価ではNMTの 長所 ・短所、すなわ

ち、訳語選択が正確で、訳文が自然で、並列句の認識

に優れ、主語な し文もうまく翻訳する一方、訳抜け、

過剰訳出、低頻度語の誤訳が起きやすいことを確認 し

た。文書別にみるとNMTは 特許の翻訳精度が突出し

てよかった。

 一方、運用面のNMTの 問題 として、従来方式に比

較 して多 くの学習時間や計算資源が必要であることを

挙げた。また、原文 と訳文の単語対応が取 りにくいこ

7http:〃aamt .info/app-defアS-102/mtsummit!20171

な お 、 日本 語 の 詳 細 な 報 告 は 『日 本 翻 訳 ジ ャ ー ナ ル 』

2017年11112朋 の 巻 頭 特 集 「MT Summit XVI」 を 参

照 され た い 。

 本講演では、講演者が演題に掲げる問いに直接回答

することはしなかったが、各人がその答えを模索する

なかで必要となる情報を提供できたのではないかと思

われ る。なお、同じく機械翻訳をテーマにした翻訳祭

セッションにはMLV(マ ルチランゲージベンダー)3社

によるパネルディスカッション 「機械翻訳は翻訳業界

を壊すのか?」 があった。ディスカッションを通じて、

パネ リス トらは、機械翻訳の導入の是非について決断

を下す際には、よりどころとすべき情報源をどこにす

るかこそが重要であるとの共通見解に達した。司会の

渡邊氏は信頼できる情報源の例 としてAAMTを 挙げ

ていた。AAMT会 員による日頃の地道な啓蒙 ・普及活

動が功を奏 したものと思われる。

 AAMTは 本講演と並行 して展示ブースで出展 し、ユ

ーザアンケー トと委員会の活動紹介を行った。MTに

関心を持つ多くの方々が足を運んでくださった。翻訳

者・翻訳会社と機械翻訳研究者・開発者 との距離が徐々

に縮まってきたことを感 じさせる一 日であった。
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一

      Women in Localization Japan第13回 イベント報告

  目次 由美 子

XTM International Ltd.

Women in Localization Japan第13回 イ ベ ン ト報告

日時:2018年02月02日(金)19:00～21:30

開 催 場所:ネ ッ トア ップ株 式会社 会議 室

セ ッシ ョン1

テ ーマ:中 国人の ものの考 え方や コミュニ ケー シ ョン

登壇者:金 子 行宏 ブ ライ トンヒューマ ンキャピタル

コンサルテ ィング会社

セ ッシ ョンH

テ ーマ:い まMTを ど う使 うか?MTに ど う立 ち向か

うか?

登 壇者:三 笠 綱郎 株 式会社十印

セ ッシ ョンIII

テ ー マ:翻 訳 とポ ス トエデ ィッ トの本質的な違い

 一 国際標準規格 か ら考 える一

登壇者:森 口 功造 株 式会社川村イ ンターナ シ ョナル

Women in Localization Japan事 務 局 メンバー:

森 み ゆき、上 田 有佳子、千葉 容子 、澤村 雅以

ローカ リゼー シ ョンに携 わ る女性 のための非営利団体

と して2008年 に 米国加州 で設 立 され た 「Women in

Localization」 の 日本支 部は2015年 に発足 し、3ヶ 月 ご

とに勉強会兼ネ ッ トワーキ ングのイベ ン トを開催 して

い る。発足 当初 は約10名 であった会員は今や100名 を

越え、 クライア ン ト企業のみでな く、翻訳会社や個人

翻訳者、翻訳ツールベ ンダーを含 む。 ローカ リゼー シ

ョン関連 の新 しい技術や 共通の問題 を トピックとした

セ ッシ ョンを行ってお り、 この2月 のイベ ン トで は機

械翻 訳が大きな話題 として取 り上げ られた。

セ ッシ ョン1

『中国人の ものの考 え方や コ ミュニケー シ ョン』

金子 行宏

 「発話された言葉が相手にどのように受け取 られて

いるのか。そこには中国人と日本人の違いが存在する」

 中国と日本に研修・コンサル会社を設立して15年 の

金子氏は、中国に所在する日系企業を顧客に擁 してい

る。中国人を部下に持つ上司の不満の一つ として、中

国人は受けた仕事上の指示に対 して、「できる」は気軽

に言 うが、「できない、分からない」とは決 して言わな

いことがあげられると指摘し、次のように述べた。

 日本人が考える 「できる」と中国人の 「できる」で

は、その言葉の意味することが異なる。 日本人が 「で

きる」と言えば、それは完遂できることを意味 し、そ

の発言にも責任や義務がまとわ りつく。中国人のそれ

は、私ならできそ うだ、やってみますという程度の、

いわば仕事の受領宣言に近い意味がある。なので、そ

の仕事を完遂する能力が有るかどうかは別の話だから、

実際に受けた仕事が不十分な成果になることもしばし

ば起こる。日本人上司は、「できると言ったのに!で き

ないなら先に言っておいてよ」とい う不満を持つこと

になる。他方 「できない、分からない」 と発言する部

下への反応 も違 う。 日本人の上司は育成的な態度を示

してフォローする傾向にあるが、中国人の上司は私が

機会を与えているのになぜやろ うとしないの?と 、部

下のやる気に疑いの目を向ける。このように同じ言葉

であっても受け取られる意味にずれが生 じて しまう。

なので、仕事で大きな問題を生じさせることがある。

結局、日本人上司が中国人部下に対 してできることは、

期待値を現実的に設定し、遂行プロセスに介入する、

34



できないことよりもできることを中心に考える、刻々

と変化する状況においてはその時々に対応するとい う

ことになる。

 そもそも、このような違いが うまれ る背景には社会

とその成 り立ちに関係がある。中国社会において、自

分の能力を多少過剰に発信することは極めて一般的な

行動である。その理由として、中国が厳 しい個人の競

争社会であることや、人の流動性が高いことなどが挙

げられる。逆に日本人は、自らの能力をやや過小に申

告 してしまう傾向がある。

 それぞれの社会にはそれぞれに合理的な行動がある

と、私たちは相互に理解 し合いながら仕事をすること

は可能であると言える。

 以上、金子氏の講演に対 し、参加者から 「日本人は

自らの長所を過小申告 しているとするが、米国在住の

日本人の提示はさらに低 く発信 しているように思われ

る」との発言もあった。講演内容は翻訳自体に直接関

連する話題ではなかったが、私たちは多言語翻訳プロ

ジェク トな どで、ターゲ ソト言語ごとに翻訳者や該当

国の特色が伺えることがある。それはその国の国民性

であると簡単に片付けて しまいがちだ。 しかし、それ

は取 りも直 さず私たちの翻訳業務の難 しさそのものを

示 しているのかもしれない。「日本語への翻訳は、なに

がそんなに難 しいのか、なぜチェックにそんなに時間

が必要なのか」 と問われることがあるが、それは金子

氏が指摘 したことと同じように関連 しているよ うにも

思われた。

セ ッシ ョンII

『い まMTを ど う使 うか?MTに ど う立 ち向 か う

か?』

三 笠 綱郎氏

 株 式 会社 十印にて品質管理 業務 に従事す る三笠氏は、

現在、機械 翻訳(Machine Translation:MT)の 実 務へ

の導入 に取 り組 んでい るそ うだ。 ルールベース、統計

ベ ース、そ してニ ュー ラルネ ッ トワー クとい った機械

翻訳 の代 表的な手法について も、それぞれの特徴 をざ

っ と紹介 して くれ た。

 特 に、2016年11月 に リリース されたGoogle翻 訳 の

ニューラル機械翻訳 を含 め、ニュー ラルネ ッ トワーク

を搭載 したMTエ ンジ ンか ら生成 され る和訳 の流 暢 さ

を提示 した。 なか には、英作 文が得意 ではないこ とが

顕著 であ り、文法 の誤 りが含 まれ る英 文であっても、

MTに か ける と一見 して流暢 に見受 け られ る和文 が生

成 され る例 を示 して くれ た。

 ま た、MTの 弱 み として訳語 の 「揺れ」が指摘 され

た。deploy(デ プ ロイす る、配備す るな ど)、configuration

(コ ン フィギ ュ レー シ ョン、構成 、設定 な ど)の 訳 に

不統一が見 られ、 ソフ トウェアのローカ リゼー シ ョン

業務 においては必須 とされ る用語統一が難 しい様子で

あることが言及 された。

 MTを 利 用す る形態 としては、MTを 利用 して訳文 を

生成 す るのみ の こ ともあれ ば 、 「ポ ス トエデ ィ ッ ト」

(Post-Edit:PE)と 呼 ばれ る、 MTが 生 成 した訳文 を

人手 によって修正す る 「MT+PE」 とい う作 業があ る

との こと。

 代 表的なMTエ ンジンと してGoogle社 の 「Google

Translate」、 情 報 通信 研 究 機 構(National Institute of

Information and Communications Technology:NICT)の

「み ん な の 機 械 翻 訳 」、Microsoft社 の 「Microsoft

Translator」 な どが紹介 され た上で、実施 して いる試験

利用 と結果 を紹介 して くれ た。

 た とえば、 あ るユ ーザ ガイ ドを対象 にGoogleと

NICTの エ ンジンを利用 してPEを 実施 した場合 、人手

翻訳(Human Translation:HT)よ り も作業効率が 向上

す る とい う結果が 出たそ うだ。 ただ し、4人 の担 当者

に対 してPEを 急 いで行 うよ うに とい う指示 は出 さな

かった とのこ と。翻訳 品質 の評価 は確認 してはいない

ものの4人 の被験者 には 同 じ傾 向が見 られ、他のMT

エ ンジンに比較 して、Google Translateを 利 用 した場合

は最速 でPE作 業 が完了 したそ うだ。

 さ らに、三 笠氏 はテ クニカル製品のマーケテ ィング
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資料の英和翻 訳において も、MTの 利用 が有 効である

かを試 験 してみた との こと。 ノー トパ ソコンな ど実際

のWebサ イ ト上 の製 品紹 介ペ ージ を提示 した上 で、

MT結 果 とHT結 果 を混在 して提 示 して くれ た。 MT結

果 には良い ところ とそ うでない ところの 「ムラ」 が見

られ、「Choose yours!」 とい うような英語 な らではの表

現 ともなる と、それ らしい和訳 の生成 は難 しい ことが

見て取れ た。

セ ッシ ョンIII

『翻 訳 とポス トエデ ィ ッ トの本質 的な違い 一国 際標

準規格か ら考える一』

森 口 功造氏

 ISO TC 37の 国 内委員 としても活躍す る森 口氏 は、

まず 、「ポス トエデ ィッ ト」(PE)と は なにかを参加者

たちに質問 した。その場では、「機 械翻訳後の修正作業」

とい う表 現が挙げ られ た。

 そ し て 、 翻 訳 に 関 連 す るISO(lnternational

Organization for Standardization、 国 際標準化機 構)の 規

格 が どのよ うに策 定 され 、施行 され るか をざっ と解説

して くれ た。た とえばISOI7100:翻 訳 サー ビスに関す

る国際規格 が策定 され た背景 として 、翻訳提供者 間に

て真 に国際的 な基準 を設 ける需要が あったことや 、副

次的 な効果 として翻訳業界 でプ ロセ スが共有 され たこ

と、ISOを 取 得 したこ とによって企業 の信頼性が 向上

したこ とが紹介 された。ISOI7100は 、 日本で はす でに

32の 組織 が取得 済み とのこ と。

 本 セ ミナー では、2017年4月 に正式版 が リリー ス さ

れ たISOI8587:ポ ス トエデ ィ ッ トに関す る国際規格 を

ISO17100と 比 較 しなが ら解説 してくれ た。この規格 に

つ いては、 日本で は認証機関が存在 しないた めに 「自

己適合宣言」 しか選択肢が なく、信頼性 が低 くな る と

い う点 と、 しか しなが らこの規格のおかげで 「ポ ス ト

エデ ィ ッ ト」 とい う言葉が普及 した よ うに思われ ると

い う利点が紹介 された。

 ISOI7100は 品 質 が重視 され てお り、翻訳 の成果物 に

特化 してい るとの こと。一方、ISO18587は 納 期短縮 と

予算低減が重視 されて いるそ うだ。 しか しなが ら、HT

と同 レベルの品質 は求 め られ ている との こと。

 さ らに、ISOI8587で い うポス トエデ ィ ッ トは 「フル

ポス トエデ ィ ッ ト」であ るとも解説が あった。「製 品 と

して リリース可能 な品質」 のためにはフルPEが 必要

であ るが、最終的 に公開す るこ とを 目的 とは してお ら

ず、主な概念やポイ ン ト、情報 を収集す る 目的であれ

ば ライ トPEで 十分 とい う表現 を聞 くこともある。 そ

して、 フルPEに は、翻訳者 に よる翻訳 と同水準が求

め られてお り、っ ま りはISO17100で 規 定 され る翻訳

者 と同水準のスキルセ ッ トや資格 が必要 である との こ

と。

 ISO17100で 規 定 されてい るHTで は、翻訳 を した後 、

セル フチ ェックを し、バイ リンガル チェ ックをす るこ

とが求め られてお り、チ ェ ック担 当にも翻訳 の学位や

経歴が求 め られ てい る。ISOI8587で は 、 「MT+PE」 、

つま り機械 翻訳に訳文 を生成 させて 、ポス トエデ ィッ

トをす るとい うのみのプ ロセ スが定 め られ てお り、そ

れ以降のチェ ック作業のプ ロセ スは明確 には定義 され

ていないそ うだ。 しか しなが ら、 「ポス トエデ ィター」

にはISOI7100に 規 定 され てい る翻訳者 と同様 の力量

が要求 されてお り、翻訳に 関連す る学位や資格 、検 定

な どの力量評価 、 さらには専門知識や能力 まで求 め ら

れ ている との こと。

 MTやPEを 提 供 している翻訳会社 は、 ISO18587に

関 わ らず、発 注者 と仕様を協議 して必要 なプロセ スの

項 目を増や す ことも可能で ある との言及 もあった。 ま

た、フルPE作 業に関 して発注者 と合意 を形成す るポ

イン トとして、以下が挙げ られた。

 1.用 途 は正 しいか(重 視す るのは品質か、価格 ・納

期 か)

 2.タ ー ゲ ソ ト品質の違い

 3,チ ェ ック作業の有無

 4.チ ェ ック項 目の明確化

 MTが 向 上 している今だか らこそ、 こ うい った 定義
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をする必要があると森口氏は力説された。

登壇者 プ ロフ ィール

金子 行宏
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㈱ リクルー トにて人材育成コンサルティングおよび研
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OVTA国 際ア ドバイザー、厚生労働省 キャリア ・コン

サルティング手法等調査研究委員、経営行動科学学会、

国際ビジネス研究学会、アジア ・国際経営戦略学会所

属

著書『中国進出企業における成功/失 敗事例集』(共著)

技術情報協会

『老成時報』(労務行政)Web版 連載

森 口 功造

品質管理担 当として株 式会社川村イ ンターナシ ョナル

に入 社後、翻訳、プ ロジ ェク トマネジ メン トな どの制

作業務 全般 を経験。

2007年 に 品質工学 の考 え方 を取 り入れ た独 自の統 計

的品質管理手法 の社 内導入 を推進。2011年 か らは営業

グル ープを含 めた業務全般 の統括 として社 内の管理 に

携 わっている。

現在 は、業務プ ロセ スの標準 化推 進 にも関わ り、ISO

TC 37国 内 委員 として、主にISO17100、 ISOI8587、

ISO21999の 策 定に関わる。

三笠 綱郎

大手電機 メーカーで システ ム開発 に携 わった後 、1990

年 代 半ば ローカ リゼー シ ョン業界 に入 り、翻訳 サー ビ

スのプ ロセ ス標準化や 品質管理 、機械翻訳 をは じめ と

した言語関連の各種テ ク ノロジー の導入 、翻訳 チーム

のマネ ジメン トに従事。

途 中フ リー ランス翻訳者 も経験 し、ITを 中心 とした さ

ま ざまな分野 の翻訳 に携 わる。

現在 は品質管理 プロセ スの強化 ・改善 とともに最新の

MT技 術の導入 に取 り組 んでいる。
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p,p,MT会 員 の ひ ろ1ま?

 AAMT会 員 の新たな交流の場 をAAMT Journa1誌 面 上で提供す るべ くスター トいた しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろば」、会員の皆 さまの ご助力 をいた だきま して、第一回のNo.41の ス ター トか ら第二十 二回を迎 え ることがで

きま した。今号で は、個人会員一名、法人会員一社か らのご寄稿 をいただいてお ります。

 独 自のお取組みの ご紹介、機械翻訳研究へ の提言、AAMTの 活 動への ご要望 な ど、今 回 も貴重な ご意見 をお寄

せ いただ きま した。

 AAMT Journalで は 今後 も引 き続 き、会員の皆 さまか らのご寄稿 を心 よ りお待 ち してお ります。

 ご寄稿 ・お問い合わせはAAMT事 務 局(E・mai1:AAM'1`info@AAMT.info)ま で宜 しくお願 いいた します。

法人会員(敬 称略 ・50音 順)

会 員 名

株 式 会 社 ウ ィ ズ ウ ィ グ!WysiWyg Co., Ltd.

https;〃www.wysiwyg.co.jp/

【本 社 】 〒104-0032東 京 都 中 央 区 八 丁 堀2-21-2コ ア 京 橋 ビ ル6F

【大 阪 支 社 】 〒541・0046大 阪 府 大 阪 市 中 央 区 平 野 町1-7-3吉 田 ビ ル2F

自己紹介

当社 は、 医学 ・薬学 関連 にお け る翻 訳 、 メデ ィ カル ライ テ ィ ング、安 全性 情 報管 理 、及 び文 献情

報 、副 作用情 報 の整備 等 を主 な業務 と して行 って います 。

会 社設 立時 よ り、一貫 して科学 的 文書 を メイ ン と して取 り扱 ってお り、 「科学 的 に正確 」な文 章 で

あ るこ とに こだ わ ったサ ー ビス を提 供 を してお ります。

よ く、社名 の 由来 を聞かれ ますが 、「WysiWyg(ウ ィズ ウィ グ)」 とい う社名 は 「What You See Is

What You Get」 の頭 文 字 を とった もの です。 これ は 「表示 され た ものが その ま ま出力 され る」 と

い う意 味 を有す るDTP用 語 で 、設 立 当時 か ら、私 た ちは この言 葉 を 「科学 的 に正確 な文書 の作 成 」

をす る とい うキー ター ム と して大切 に して きま した。 しか しなが ら、時代 の 変化 ととも に、私 た

ちに求 め られ る こ とも変 わ り、 昨年 よ り私 たち はそ こに 「k」を加 え、 「見 えて い る」 か らク ライ

ア ン トが 「望 む こと」 「目指 して い る もの」 を形 にで き る 「What you seek is What you Get!」 と

しま した。

翻 訳会社 と して翻 訳 者 を育 て る こ ともひ とつ の使命 と考 え、 医薬 品 の安全 性 に特 化 した翻訳 学校

「ア ンセ ク レツォ」 も開校 して います。
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MT/翻 訳 とのかかわ り

MTお よび翻訳業界に期待すること

医薬品の開発 は長い期間に渡 りますが、必要 となる翻訳のひ とつひ とつは短い期間で対応するこ

とが要求 され ます。私たちも、求 められ る品質を確保 しつつ、短納期 に応 えるため 日々模索 し続

けています。MTは その大きな解決策 とな り得 るはずで、翻訳会社の役割 も今後大きく変わって

いくことは間違いあ りません。AAMTの 活動 を通 して、私たちもMTの 開発や今後の展開につい

ても積極的に情報収集 を行っていきたい と考えてお ります。MTは 翻訳会社のみな らず翻訳者に

とっても不安な部分があ ります。個人での情報収集にも限界があ り、翻訳業界か ら翻訳者に向け

て今後の動 向な どの情報発信す る機会 を設 けられ ることを期待 しています。

AAMTへ の要望

日々進化 している分野ですので、AAMTの 中でもいろいろな立場の方か らの情報発信 と情報共有

の場を提供する中心的役割 を担っていただ くことを願っています。
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ppMT会 員のひろぼ

 AAMT会 員 の新 たな交流 の場 をAAMT Journal誌 面 上で提供す るべ くス ター トいた しま した 「AAMT会 員 の

ひろば」、会員 の皆 さまのご助力 をいただきま して、第一回のNo.41の ス ター トか ら第二十二回 を迎 えるこ とがで

きま した。今 号では、法人会員一社 、個人会員一名 の皆 さまか らのご寄稿 をいただいてお ります。

 独 自のお取組み のご紹介 、機械翻訳研究へ の提言 、AAMTの 活 動への ご要望な ど、今回 も貴重 なご意 見をお寄

せ いただきま した。

 AAMT Journalで は 今後 も引 き続 き、会員 の皆 さまか らの ご寄稿 を心 よ りお待 ち してお ります。

 ご寄稿 ・お 問い合 わせ はAAMT事 務 局(E-mai1;AAMTinfb@AAMT.info)ま で宜 しくお願 いいた します。

個人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

自己紹介

 特許 ・法律 分野 の翻訳 、翻訳 チ ェ ック、ポ ス トエ デ ィ ッ トを してい ます 。 昨年 二度 目の独 立 開

業 を し、今 の ところ順 風満 帆 です。

 GNMTの 登場で焦 って、 「翻訳でごはんを食べ られ る時間は もう長 くない。早めにポス トエデ

ィッ トのエ キスパー トになって しば らく稼いだ らほかの業界 に移 ろ う」 とい う、翻訳業界の方 々

には知 られた くない動機 か ら翻訳会社を退職 してポス トエデ ィッ トを始めました。

 予定 と違って、機械翻訳を知れば知 るほど関心がわき、また、GNMTを 知れ ば知 るほ ど翻訳業

界の寿命 が長 いことにも気がつ きま した。今は私の、あるいは翻訳業界の最期の ときまで、翻訳

業界 と添い遂げて しまいそ うな感触でいます。

MT1翻訳とのかかわり

 仕事でMTを 使 うよ うになったのはつい最近です。ポス トエデ ィッ トの依頼は積極的に引き受
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けていますが、今の ところ苦手です。 どうして もMT訳 文をもとに 「いつもの 自分の訳文」を作

ろ うとして しまいがちで、手が疲れます。翻訳者 の訳文 を生かすチェック業務の ときと同 じよ う

に、 「MT訳 文を生かす」ポス トエデ ィッ トができるようにな らなければ、 と思っています。

 プ レエディッ トがほぼ趣 味になっています。 いろいろと言い換 えを して出力を比べるのが楽 し

いです。プ レエデ ィターの求人にはまだお 目にかかった ことがあ りませんが、プ レエデ ィッ トの

お仕事があればぜひ私に依頼 していただ きたいです。

MTお よび翻訳業界に期待すること

 翻訳 を始めてか ら11年 にな りますが、その間、外国人への 日本語教育、難民支援団体の研究資

料翻訳、医療通訳研修の受講な ど、趣味 と自己満足のためにいろいろな活動 を してきま した。

 言語の壁があるおかげで生活 できている私ですが、こ うして同 じ言語の壁に苦 しむ人たちをた

くさん見てきたので、MTの 品質が向上 してか らは、「いずれ この人たちのためにもMTを 使える

のでは」 と考えています。 これが私がMTに 強い関心 を持っている大きな理 由で もあ ります。 自

分が生活できなくなって しまった らもちろん困 りますが、「何でも読める、誰 とで も話せる世界っ

て楽 しそ う」 とも思います。

 MT技 術の発展で、これか らな くなる仕事 も新 しく生まれ る仕事 もあると思います。翻訳者 も

翻訳業界も臨機応変 に対応 していかなければな らな りません。また、AIが 人間の労働力の大部分

に代わるときには、社会の仕組 み自体が変わ らない といけないのか もしれません。そんなずっと

先の難 しいことは私 には分か りませんが、「何で も読める、誰 とで も話せ る」楽 しい世界を 目指 し

て、ポジテ ィブにMTと 付 き合っていける環境を一緒 につ くっていけると嬉 しいです。

AAMTへ の要望

 セ ミナ ー、 講習 会 、研 究会 な ど、機 械 翻訳 につ いて知 る機 会 を提 供 してい ただ きた いです。
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  協会活動報告

(2017年9月 ～2018年2月)

AAMT交 流 会一・MT Summit XVI報 告会 を兼 ね て一

    13:30-17:00 講 演会

    17:30-19:30 懇親 会

    場 所:関 東ITソ フ トウェア健 康 保険 組合(大 久保)会 議 室

 上記 日程 にて第二回AAMT交 流会お よびMT Summit XVI報 告会 を開催 した。

 講演 会前半は、中岩浩 巳会長から、「MT Summit XVIお よびEAMT2017」 に関す る報告、

長瀬友樹課題調査委員長か ら 「AAMT課 題調査委員会 の活動報告」、内山将夫氏(情 報通信研究

機構)か ら 「自動翻訳技術の最新動向」について広 く講演をいただいた。

 後半は隅田英一郎(情 報通信研 究機構)を オーガナイザー として、以下 の御三人に、各 自15

分程度の ご講演の後、会場の参加者 も質問者 として参加 し、活発な意見交換 がな された。これは、

オーガナイザーの発案 のもと、MT開 発者 とMTユ ーザーの双方 の立場か らの意見交換の場 とな

り、参加者 を含め、有意義な会 となった。

    中山雄貴(ヒ ューマ ンサイエ ンス):エ ンジニアの立場か ら

    三笠綱郎(十 印):翻 訳者 ・品質管理者 の立場か ら

    森 口功造(川 村インターナシ ョナル):経 営者の立場 か ら

参加者 も昨今のMTに 関する関心の高ま りを見せ るよ うに昨年度の倍 となった。

    講演会参加者:90名 懇親会参加者:46名

機械翻訳課題調査委員会

2017年9月29日(2017年 度 第6回)

    ① 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

      (WG3)

      ・UTX仕 様について

        免責事項

       UTXシ ンプル仕様書

       ISO DCR

      ・宿題

        シンプル仕様書のたたき台を作る。

       免責事項を固め、UTX 1.20に 追記する。
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2017年11月10日(2017年 度 第7回)

    ① 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

     (WG1, WG2)

      ・翻訳祭の準備

        展示ブース(ア ンケー トの準備)

        景品の確認(抽 選、回答者全員)

        備品など

        配布物など

        講演セ ッション

        当日のシフ ト

      ・機械翻訳評価の発注について

        各翻訳エンジンの5段 階評価ができた後での評価 ・分析について

2017年12月8日(2017年 度 第8回)

    ① 全言語処理学会発表 の原稿 につ いて検討

2018年1月26日(2017年 度 第9回)

    ① 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

     (WG 1, WG2)

      ・会員向け交流会について

      ・言語処理学会発表について

      ・17年 度報告、18年 度計画

      ・その他

    ② 全体会議

      ・各WGの 報告

      ・来年度の活動計画

      ・医療における音声機械翻訳実証の報告

2018年2月16日(2017年 度 第10回)

    ① 会員向け交流会について(報告)

    ②AAMTIJapio研 究会の評価サイ トに関す る報告内容確認

    ③ 言語処理学会発表について

    ④2018年 度計画検討

    ⑤AMTA発 表について

    ⑥ 自動評価サイ トの英語化

    ⑦ 医療にお ける音声機械翻訳実証の報告(長 瀬)
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イ ンターネッ トWG

    ① 総会後のAAMTホ ームページの更新

    ②MT Summitに 関す るWEB対 応

編集委員会

    ①No.67(2018年3月 発行)の原稿依頼 、編集作業 を行 った。
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AAMT/Japio特 許 翻訳研 究 会

2017年10月13日(金)(2017年 度

-

n∠

3

4

              第4回)

議事録の確認

「ニュー ラル翻訳での未知語対応論文の調査」発表(筑 波大学

ワークシ ョップ開催報告

次回の開催について

・今後の研究会 ・拡大評価部会開催の 日時予定(場 所)

・主な議題

宇津呂武仁先生)

AAMT/Japio特 許翻 訳研 究 会 拡大 評価 部 会

2017年10月13日(金)(2017年 度 第2回)

1. 各 グル ー プの活動 発表

  ・ 「MTの 文 法能 力 を評 価 す る」(王 向莉様)

  ・人手評 価 グル ー プ

  ・テ ス トセ ッ トグル ープ

2. そ の他

AAMT/Japio特 許翻 訳研 究 会

2017年12月8日(金)(2017年 度

1

9
自

3

4

             第5回)

議事録の確認

発表 「単語の意味を考慮 した自動評価法の提案」 (北海学園大学大学院

平成29年 度AAMT/Japio特 許翻訳研究会報告書作成スケジュールな ど

次回の開催 について

・今後の研究会 ・拡大評価部会開催の 日時予定(場 所)

・主な議題

越前谷博先生)

AAMT/Japio特 許 翻訳 研 究会

2018年1月19日(金)(2017年 度

1

9
臼

3

4

             第6回)

議事録の確認

発表 「Fタームによる外国特許検索手法の検討」 (静岡大学学術院 綱川隆司先生)

平成29年 度../Japio特 許翻訳研究会報告書 タイ トル と概要報告など

次回の開催について

・今後の研究会 ・拡大評価部会開催 の 日時予定(場 所)

・主な議題
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一
  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

…Tジ ャーナル67号 をお送 りします。

今号の巻頭言は、立教大学の武田珂代子先生より,御 寄稿を頂きました。

今 号に先 立ちま して、昨年9月18-22日 に 、名古屋大学 におきま して、ん蝋Tの 上位 組織であ る機械翻訳国際連盟

(IAMT)が 主催す る第16回MTサ ミ ッ トが 開催 され ま した。 AAMTは 本 サ ミッ トの運営組織 として、プ ログラム構成

な らびに現地運営全般 に携 わ りま した。今号 にお きま しては、本 サ ミソ トのプ ログ ラム構 成にお ける各企画 をご

担 当 され ま した先生方 か ら、ご担 当の企画 にっ いての御 寄稿 を頂 きま した。

名 古屋 大学 の中岩浩 巳先生(…T会 長)か らは全体総括 、な らび に、招待 講演"Neural Translation Technologies and

Futures"の 御 報告 を、京都大学 の黒橋禎夫先 生(ん4MT理 事)か らはResearch Trackの 御 報告 を、 関西大学 の山田

優先 生か らはUsers Trackの 御 報告 を、富士通研究所 の長瀬友樹様(機 械 翻訳課題調査委員会委員長)か らは

Technology Showcaseの 御 報告 を、 日本翻訳連盟菊 田直歩様か らはJTF Workshopの 御 報告 を、奈良先端科学技術

大学院大学 の須藤克仁先生 か らはPSLTワ ー クシ ョップの御 報告 を、それぞれ御寄稿頂 きま した。

さらに、本サ ミッ トに御参加 あるいは御 出展 され た豊橋技術科学大学 の井佐原均 先生(ん蝋T前 会長)、XTM

International Ltdの 目次 由美子様 、サ ン ・フ レアの工藤竜広様、 山本 ゆ うじ様(機 械翻訳 課題調査委員会WG3)、

の皆様 か らも、それぞれ の御報告 を御寄稿頂 きま した。

また、本 サ ミッ トにお いて招待講演 をされたBaidu Inc.か らは、 Zh。ngjun HE様 、 Hua WU様 よ り同社 の機械翻訳

につ いての解説 を御寄稿頂 きま した。

そ の他、イベ ン ト報告 と して、東芝デ ジタル ソ リュー シ ョンズ島津美和子様 か らは、今 号に先立ちま して、昨年

11月29日 に 、AAMTの 後 援 にて開催 され ま したJTF翻 訳祭 におけ るAAMT企 画 セ ッシ ョン 「ニ ュー ラル機械翻訳 は

翻訳 プロセ スをど う変 えてい くか 一最近の機械翻訳技術 と利用 に関す る動 向一」 の御報告 を御 寄稿 頂 きま した。

また 、XTM International Ltdの 目次 由美子様 か らは、2月2日 に開催 され ま した、 「Women in Localization Japan

第13回 イベ ン ト報告」 を御 寄稿頂 きま した。

その他、 「AAMT会 員 のひ ろば」の企画 にお きま しては、法人会員1件 、個 人会員1件 の紹介文を掲載 しました。
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AAMT
Asia・Pac雌c Association fbr Machine Translation

.. 入 会 の ご案内

 AAMTは 、機械 翻訳の発展 を 目的 として、機械翻訳 の研 究者 、開発者 、製造者、利用者が集 まった

任意 の組織 です 。委員会 による定期 的な調査研究 をは じめ、機 関誌 の発行 、シンポジ ウムの開催な ど

活動 を行 っています。

機 械翻訳 にご関心 のあるすべ ての方 に ご入会をお勧 め します。

               **AAMT会 員 の 特 典**

1.AAMT Journalの 購読が できます。

会員 には、機 関誌 であるAAMT Journal (年2～3回 発刊予 定)が 送付 され ます。購読料 は年会 費に

含 まれて います。

2.機 械翻訳 関連 の最 新情報 をメール でお届 け

会員専用 メー リング リス トで、最新 の機会 翻訳関連の情報 をお届 け します。

MT新 製 品、新サー ビスの紹介、国際会議 、シンポジ ウムのお知 らせ 、 WEBで のMT関 連記事 の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組 織す る委 員会 や調査活動 に参加 し、機械翻訳 や翻 訳に関心の ある方 との交流 を深め、

知見 を広め ることが できます 。

機 械翻訳 に関す る言語資料 の調査 、広報 、標 準化活動に参加 した り、AAMT Journalや 会員専 用メー

リング リス トで 、 自社製 品、サー ビスの紹 介 を行 うことがで きます。

4.関 連機 関の主催 する国際会議 に参加 できます 。

IAMTの 主催で隔年開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT**の 主催す る会議や

ワー クシ ョップに参加 できます。

AMTA* :Association for Machine Translation in the Americas

EAMT** :EuropeanAssociation for Machine Translation

年会費 は以下の通 りです。

法 人会員:入 会金 1口 10,000円

個 人会員:入 会 金    1,000円

年会費1口50,000円

年会費  5,000円(学 生 は学生会 費1,000円)

ご関心 のある方は、事務局 まで お問い合わ せ くだ さい。

アジア太 平洋機 械翻訳協会(AAMT)

ホームペ ージ:http:〃www.aamt.1TlfO

電 子メール:aamt-11コfO@aamt.info



            AAMT
    Asia-Pacific Association for Machine Translation

          入 会 申込書

以下の通り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ー マ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メール ア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせメールの配信

〒

ユーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コ メ ン ト
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